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梁
時
代
の
貨
幣
流
遁
を
め
ぐ
っ
て

越

智

重

明

し
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梁
時
代
の
官
僚
の
経
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生
活
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と
庶
民

商
税
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梁
時
代
の
通
貨

一
梁
の
武
帝
と
帝
室
財
政
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し

ÍJ~ 

き

- 28ー

木
稿
は
梁
時
代
の
大
部
分
を
占
め
る
武
帝
在
位
中
の
貨
幣
流
通
を
、

首
時
の
財
政
の
特
殊
性
、
つ
ま
り
、

宮
来
園
家
の
財
政
は
天
子
の
私
的

財
政
を
含
む
形
で
一
本
化
し
て
い
た
が
、
武
一帝
一
が
そ
の
私
的
財
政
を
濁
立
さ
せ
、
あ
わ
せ
て
支
配
者
層
の
私
的
経
営
に
大
き
い
便
宜
を
輿
え
る

形
を
と
っ
て
い
た
こ
と
と
の
開
連
性
に
お
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
l
)
 

南
朝
の
貨
幣
経
済
に
閲
し
て
は
、

川
勝
義
雄
氏
の
優
れ
た
研
究
が
あ
り
、
そ
の
高
見
は
ほ
ぼ
通
説
化
し
て
レ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
川
勝
氏

は
そ
こ
に
出
現
し
た
悪
貨
に
注
目
し
、
(
中
期
以
降
の
〉
宋

・
斉

・
(
初
期
か
ら
普
通
三
年
ま
で
を
除
く
〉
梁
時
代
枇
舎
に
は
悪
貨
と
良
貨
と
に
よ
る

い
ま
、
川
勝
氏
の
高
見
と
私
見
と
の
相
違
貼
に
ふ
れ
て
お

く
。
宋
費
時
代
、
良
貨
と
い
う
の
は
そ
の
材
質
と
し
て
の
銅
の
含
有
量
が
多
い
も
の
の
こ
と
で
あ
る
が
、
法
貨
と
な
る
の
は
本
来
良
質
で
あ

る
。
し
か
し
、
宋
時
代
政
府
が
(
元
嘉
年
間
)
良
貨
を
悪
貨
の
二
倍
の
債
値
を
も
つ
も
の
と
し
て
遁
用
さ
せ
た
り
、
(
孝
建
年
間
、
永
光
・
景
和
年

恒
常
的
な
貨
幣
的
二
重
構
造
が
あ
っ
た
と
い
う
新
ら
し
い
覗
貼
を
示
さ
れ
て
い
る
。

開
)
悪
貨
を
(
法
貨
と
し
て
)
鋳
造
し
た
り
、
(
景
和
年
開
)
民
聞
の
私
銭
を
認
め
た
り
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
措
置
は
一
時
的
に
市
場
を
混
飢
さ



せ
、
そ
れ
に
よ
る
商
取
引
き
が
行
な
わ
れ
な
く
な
る
が
、
首
時
に
あ
っ
て
も
良
貨
に
よ
る
商
取
引
き
は
ま
が
り
な
り
に
も
行
な
わ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
政
府
は
良
貨
を
悪
貨
の
二
倍
の
債
値
を
も
つ
も
の
と
す
る
こ
と
を
一
年
後
罷
め
て
お
り
、
悪
貨
の
流
通
に
よ
る
混

範
も
そ
れ
ぞ
れ
悪
貨
の
遁
用
が
や
む
と
い
う
形
で
や
が
て
牧
ま
っ
て
い
る
。
斉
時
代
、
法
貨
は
大
銭

(
U良
銭
〉
に
統
一
さ
れ
て
お
り
、
大
銭

(
2
)
 

一
一
部
庶
民
の
撞
頭
も
見
ら
れ
る
。
〉

一
に
劃
し
も
と
の
大
銭
を
襲
撃
し
た
も
の
は
ほ
ぼ
こ
の
交
換
卒
で
あ
る
。
(
以
上
の
よ
う
な
貨
幣
経
済
の
も
と
で
、

右
の
私
見
は
、
基
本
的
に
は
川
勝
氏
の
恒
常
的
な
貨
幣
的
二
重
構
造
設
と
は
か
な
り
ズ
レ
て
い
る
。

そ
れ
を
法
貨
と
し
た
が
、
の
ち
普
通
四
年
に
改
め
て
織
銭
を
鏡
、
そ
れ
だ
け
を
流
通
さ
せ
る
よ
う
に
し

た
。
川
勝
氏
は
普
通
四
年
以
後
銅
銭
も
流
通
し
、
銅
銭
と
鎖
銭
と
の
貨
幣
的
二
重
構
造
の
落
差
が
決
定
的
に
な
っ
た
と
し
て
、
そ
の
観
酷
か
ら

梁
で
は
始
め
良
貨
の
銅
銭
を
鏡
、

首
時
の
経
済
を
見
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
織
銭
流
通
を
中
心
に
嘗
時
(
普
通
四
年
か
ら
ほ
ぼ
武
一
帝
在
位
末
ま
で
)
の
経
済
界
を
理
解
し
よ
う
と
す
る

私
見
と
ズ
レ
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

- 29ー

梁
時
代
の
逼
貨

惰
室
国
各
二
十
四
食
貨
志
に
、
梁
の
初
め
は
京
師
(
建
康
)
と
揚
刑
罰
江
湘
梁
盆
の
諸
州
と
は
専
ら
銭
を
用
い
て
い
た
が
、
そ
の
他
は
穀
吊
を

雑
え
用
い
て
い
た
。
贋
交
二
州
で
は
金
銀
を
貨
幣
と
し
た
、
と
い
う
旨
を
記
し
て
い
る
。
最
初
の
揚
州
以
下
の
諸
州
は
圏
内
経
済
の
中
心
を
な

す
地
域
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
武
一
帝
は
銅
銭
を
鋒
た
の
で
あ
る
が
、
全
園
に
そ
の
銅
銭
を
流
通
さ
せ
よ
う
と
す
る
一
一
意
園
を
も
っ
て
い
た
と
し
て

よ
か
ろ
う
。
武
一
帝
時
代
の
銅
銭
に
つ
い
て
は
、
惰
書
食
貨
士
山
、
泉
志
巻
二
正
用
品
中
、
遁
典
巻
九
食
貨
九
銭
幣
下
に
そ
れ
ぞ
れ
記
述
が
あ
る
。

三
者
を
劃
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
嘗
時
の
賞
態
が
一
躍
把
握
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
惰
書
食
貨
志
に
、

ω(梁
の
)
武
一
帝
乃
ち
銭
を
鋳
る
。
肉
好
周
郭
、
文
に
五
銑
と
日
ふ
。
重
さ
そ
の
文
の
如
し
。
而
し
て
叉
、
別
に
鋳
る
。
其
の
肉
郭
を
除
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く
。
之
を
女
銭
と
謂
ふ
。
二
品
並
び
行
は
る
。
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倒
百
姓
或
い
は
私
に
古
銭
を
以
て
交
易
す

P

附
直
百
五
銑
・
五
銑

・
女
銭

・
太
卒
百
銭
・
定
卒
一
百
五
銑
・
維
銭
五
銑
・
封
文
等
の
披
有
り
。
軽
重
一
な
ら
ず
。

仰
天
子
頻
り
に
詔
蓄
を
下
し
、
新
鋳
二
種
の
銭
に
非
ざ
れ
ば
、
並
び
に
用
ふ
る
を
許
さ
ず
。
而
れ
ど
も
趣
利
の
徒
、
私
用
材
料
た
甚
だ
し
。

と
あ
る
。
(
引
用
文
の
仮
名
づ
か
い
は
歴
史
的
俵
名
づ
か
い
に
統
一
す
る
。
〉

ま
た
、
泉
志
巻
二
正
用
品
中
に
は
、
「
顧
煙
日
は
く
」
と
し
て
、

ω天
監
元
年
(
五

O
二
年
)
鋳
る
。
径
一
寸
。
文
に
五
妹
と
日
ふ
。
重
さ
四
銑
三
参
二
黍
な
り
。
百
枚
毎
に
、
重
さ
一
斤
二
雨
。
:
:
:
天

監
元
年
、
公
式
女
銭
を
鋳
る
。
径
一

寸
。
文
に
五
銑
と
日
ふ
。
監
院
新
鋳
五
鉢
の
如
し
。
但
溢
に
輪
郭
無
し
。
未
だ
行
ひ
用
ひ
ず
。

制
又
、
民
間
の
私
鋳
を
聴
す
。
一
高
二
千
を
以
て
上
庫
の
古
銭

一
高
と
易
取
せ
し
め
、
此
を
以
て
率
と
帰
す。

倒
普
通
三
年
(
五
二
二
年
〉
、
始
め
て
新
鋳
五
銑
と
井
び
行
ひ
用
ふ
。
民
間
の
私
鋳
を
断
つ
。

と
あ
る
。
ま
た
、
通
典
銭
幣
下
に
、

ω武
一帝
乃
ち
銭
を
鋳
る
。
肉
好
周
郭
、
文
に
五
銑
と
日
ふ
。
重
さ
四
銑
三
参
二
黍
な
り
。
其
の
百
文
は
則
ち
重
さ
一
斤
二
雨
な
り
。
叉
別

に
鋳
る
。
其
の
肉
郭
を
除
く
。
之
を
公
式
女
銭
と
謂
ふ
。
径
一
寸
。
文
に
五
鉢
と
日
ふ
。
重
さ
新
鋳
の
五
銑
の
如
し
。
二
口
問
並
び
行
は
る
。

倒
百
姓
或
い
は
私
に
古
銭
を
以
て
交
易
す
る
者
あ
り
。

ww其
の
五
銑
は
径
一
寸
一
分
、
重
さ
八
銑
な
り
。
文
に
五
妹
と
日
ふ
。
三
臭
の
属
照
之
を
行
ふ
。
女
銭
は
、
径
一
寸
、
重
さ
五
錬
な
り
。
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輪
郭
無
し
。
郡
牒
皆
通
用
す
。

太
卒
百
銭
二
種
は
並
び
に
径
一
寸
、
重
さ
四
鉢
な
り
。
源
流
本

一
な
り
。
但
文
字
古
今
の
殊
な
る
あ
る
の
み
。
文
は
並
び
に
太
卒
百
銭
と

日
ふ
。

定
卒
一
百
五
妹
は
径
六
分
、
重
さ
一
銑
牢
な
り
。
文
に
定
卒
一
百
と
日
ふ
。

(
3
)
 

稚
銭
五
鉢
は
径
一
分
字
、
重
さ
四
銑
な
り
。
文
に
五
鉢
と
日
ふ
。
源
、
五
銑
よ
り
出
づ
。
但
狭
小
な
り
。
東
境
之
を
稚
銭
と
謂
ふ
。

(

4

)

 

五
朱
銭
は
径
七
分
半
、
重
さ
三
鉢
牢
な
り
。
文
に
五
朱
と
日
ふ
。
源
、
稚
銭
よ
り
出
づ
。
但
檎
や
霊
異
あ
り
、
妹
を
以
て
朱
と
鴛
す
の



み
。
三
呉
之
を
行
ふ
こ
と
、
差
や
徐
鎮
よ
り
少
な
し
。

叉
、
劉
文
鎮
有
り
。
其
の
源
、
未
だ
聞
か
ず
。

幽
豆
貨
銭
は
径
一
寸
、
重
さ
四
銑
な
り
。
代
ヒ
人
、
之
を
富
銭
と
謂
ふ
。
之
を
蔵
す
れ
ば
人
を
し
て
富
ま
し
む
る
な
り
。

布
泉
鏡
は
一
寸
、
重
さ
四
錬
牢
な
り
。
代
ヒ
之
を
男
銭
と
調
ふ
。
婦
人
之
を
侃
ぶ
れ
ば
即
ち
男
を
生
む
と
云
ふ
な
り
。

此
等
の
軽
重
一
な
ら
ず
。

(
倒
と
同
じ
記
事
が
右
に
績
く
が
省
略
〉

と
あ
る
。

付

ω、
川
刷
、
川
刷
、
倒
、
町
か
ら
、
天
監
元
年
、
武
帝
が
五
銑
の
重
さ
(
正
確
に
は
四
銑
三
参
二
黍
〉
の
あ
る
五
銑
銭
を
鋒
た
。
同
年
別
に
同

じ
重
さ
の
公
式
女
銭
を
鋳
た
が
、
こ
れ
は
久
し
く
用
い
る
こ
と
な
く
、
普
通
三
年
に
な
っ
て
始
め
て
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
武
一帝
は
天
監
元
年

の
前
年
、
中
興
元
年
の
十
二
月
に
建
康
城
に
入
っ
た
が
、
同
月
そ
れ
ら
を
鋳
る
暇
は
な
く
、
天
監
元
年
に
-初
め
て
鋳
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

-31-

ま
た
、
普
通
三
年
雨
種
の
銭
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
以
後
民
間
の
私
鏡
、

そ
の
私
察
銭
を
用
い
る
こ
と
、
も
と
の
私
鋳
銭
を
用
い
る
こ

と
、
古
銭
を
用
い
る
こ
と
、
を
頻
り
に
禁
じ
た
が
、
そ
の
禁
令
は
よ
く
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
、
と
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

口
同
町
か
ら
百
姓
が
私
的
に
(
恐
ら
く
は
一
定
の
交
換
率
を
も
っ
て
〉
古
い
銭
で
交
易
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た
、
と
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

伺
直
百
五
銑
銭
は
劉
備
が
鋳
た
も
の
と
思
わ
れ
(
泉
志
正
用
品
中
)
、
ま
た
、
豊
貨
銭
は
石
勃
の
露
た
も
の
で
あ
る
が
、
側
、
仰
に
つ
い
て
は
、

二
つ
の
解
緯
が
で
き
る
。
そ
の
一
は
、
そ
れ
ぞ
れ
刷
、
げ
の
内
容
の
説
明
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
は
、
刷
、
仰
と
も
に
必
ず

し
も
銭
の
鋳
造
年
次
順
の
系
統
だ
っ
た
記
述
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
ず
、
そ
れ
だ
け
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
「
五
妹
↓
稚
銭
五
銑
↓
五
朱
」
と
い
っ

た
銭
の
饗
化
が
刷
の
一
環
と
し
て
理
解
で
き
る
可
能
性
も
一
躍
考
え
て
お
い
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

武
一帝
は
も
と
も
と
民
聞
に
お
り
、
そ
の
事
情
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
そ
の
初
期
の
施
政
は
、
武
一帝
な
り
に
貫
情
に
即
し
た
も
の

(

5

)

 

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
宋
費
時
代
の
銭
貨
問
題
に
関
し
て
は
、
そ
こ
に
あ
る
程
度
結
論
め
い
た
も
の
が
出
て
い
た
と
い
え
る
。

つ
ま
り
、
悪

463 

貨
に
は
偽
造
が
多
く
、
良
貨

(
H大
銭
)
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
が
前
期
撃
さ
れ
た
形
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
き
は
偽
造
が
あ
る
。

一
方
、
良
貨
で
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あ
れ
ば
民
間
の
偽
造
も
な
い
の
で
、
新
規
に
鋳
銭
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
良
貨
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、

民
開
に
あ
る
悪
貨
の

銅
の
部
分
、

銅
器
の
銅
な
ど
を
良
貨
鋳
造
に
ふ
り
む
け
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
際
民
間
の
鋳
銭
能
力
を
利
用
し
、
そ
の
鋳
銭
を
官
銭
の
法
貨

(
6
)
 

に
準
じ
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。
と
い
っ
た
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
さ
き
に
見
た
武
一帝
の
貨
幣
封
策
は
こ
う
し
た
線
に
あ
る
程
度
そ
っ
た
も

の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
e

し
か
し
、

奮
来
民
間
で
流
通
し
て
い
た
私
鋳
銭
を
官
鋳
銭
と
交
換
す
る
こ
と
な
く
、

た
だ
使
用
を
禁
止
す
る
と
い
う

だ
け
で
は
、
そ
の
禁
令
は
と
う
て
い
行
わ
れ
る
べ
く
も
な
い
し
、
姦
悪
の
も
の
が
そ
の
聞
に
巧
み
に
立
ち
ま
わ
っ
て
利
を
え
る
と
い
う
こ
と
も

自
ら
生
ず
る
。
な
お
、
4
d

回
時
採
銅
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
銅
の
総
量
は
増
加
し
て
い
な
い
。

の
よ
う
な
流
通
経
済
を
捨
う
通
貨
と
し
て
の
絶
射
量
が
不
足
し
、

こ
の
際
、
後
述
の
よ
う
に
、
普
通
四
年
銅
銭
を
す
べ
て
や
め
鍛
錬
だ
け
と
し
た
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
新
篤
五
銑
銭
だ
け
で
は
、
後
述

の
ち
に
そ
の
私
銭
銭
を
禁
止
し
て
新
鋳
女
鏡
、
を

さ
き
に
官
許
の
私
鋳
銭
、

そ
れ
ぞ
れ
あ
わ
せ
流
通
さ
せ
て
も
そ
れ
が
解
消
し
な
か
っ
た
こ
と
、
民
間
私
通
の
古
銭
が
貨
幣
の
流
通
を
混
凱
さ
せ
る
面
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ

(

7

)

 

れ
ら
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
た
め
に
銅
銭
を
織
銭
に
切
り
か
え
た
こ
と
、
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
こ
う
し
た
想
定
は
国
の
何
れ
の
理
解
と
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も
矛
盾
し
な
い
。

情
書
食
貨
志
に
は
、
さ
き
に
あ
げ
た
も
の
に
繍
い
て
、

(
8
)
 

倒
普
通
(
五
二

O
|
七
年
)
中
に
至
り
、
乃
ち
議
し
て
壷
く
銅
銭
を
罷
め
、
更
め
て
餓
銭
を
鋳
る。

例
人
、

鍛
賎
し
く
得
易
き
を
以
て
、
並
び
に
皆
私
錯
す
。
大
同
(
五
三
五
1

四
六
年
)
己
後
に
及
び
て
は
、
所
在
の
織
銭
遂

に
丘
山
の
如

し
。
物
債
騰
貴
し
、

交
易
す
る
者
、
車
を
以
て
銭
を
載
せ
、
復
計
数
せ
ず
。
而
し
て
唯
貫
を
論
ず
。
一
商
放
姦
詐
に
し
て
、
之
に
因
り
て
以

て
利
を
求
む
。

制
破
嶺
自
り
以
東
、

八
十
を
百
と
魚
し
、
名
づ
け
て
東
銭
と
日
ふ
。
江
部
己
上
、

七
十
を
百
と
掲
し
、
名
づ
け
て
西
銭
と
日
ふ
。
京
師
九

十
を
以
て
百
と
魚
し
、
名
づ
け
て
長
銭
と
日
ふ
。
中
大
同
元
年

(
五
四
六
年
)
、
天
子
乃
ち
詔
し
、
足
栢
を
通
用
せ
し
む
。
詔
下
れ
ど
も
人

従
は
ず
。
銭
陪
盆
ヒ
少
な
し
。
末
年
に
至
り
、

途
に
三
十
五
を
以
て
百
と
震
す
と
云
ふ
。



と
あ
る
。

倒
の
場
合
、
梁
窪
田
巻
三
武
一
一
声
巾
紀
下
普
通
四
年
(
五
二
三
年
〉
十
二
月
の
僚
に
、

戊
午
、
始
め
て
鍛
錬
を
鋳
る
。

と
あ
る
が
、
倒
の
普
通
中
に
鍛
銭
を
鋳
た
と
い
う
の
は
こ
れ
を
指
す
e

泉
志
正
用
品
中
に
は
、
「
顧
煩
日
は
く
」
と
し
て
、
こ
の
鍛
銭
に
つ
い

て、

五
銑
識
銭
、
径
一
寸
一
分
。
文
に
五
銑
と
日
ふ
。
背
に
四
出
文
を
焦
る
。

と
あ
る
。
ま
た
、
顧
直
に
よ
る
と
、
普
通
四
年
に
、
大
吉
織
鏡
、
大
逼
銭
、
大
富
銭
を
つ
く
っ
て
い
る
。
大
小
軽
重
と
背
文
が
四
出
し
て
い
る

貼
と
は
何
れ
も
五
銑
鍛
銭
と
同
じ
で
、
そ
の
文
は
、
大
吉
銭
は
「
五
銑
大
吉
」
、
大
通
銭
は
「
五
銑
大
通
」
、
大
富
銭
は
「
五
銑
大
富
」
で
あ
る

(
泉
志
正
用
品
中
)
。
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制
の
場
合
、
中
大
同
元
年
の
詔
は
、
梁
書
巻
三
武
一
帝
紀
下
中
大
同
元
年
七
月
の
僚
に
、

丙
寅
、
詔
し
て
日
は
く
、
:
:
:
頃
ろ
聞
く
、
外
聞
多
く
九
陪
銭
を
用
ふ
と
、
陪
減
ず
れ
ば
則
ち
物
責
く
、
間
足
ら
ば
則
ち
物
賎
し
。
物
に

貴
賎
有
る
に
非
ず
。
是
れ
心
顛
倒
有
る
な
り
。
遠
方
に
至
り
て
は
、
日
ご
と
に
更
に
滋
と
甚
だ
し
。
:
:
:
自
今
足
悶
銭
を
通
用
す
可
し
。

令
書
行
は
れ
て
後
、
百
日
を
期
と
震
し
、
猶
ほ
犯
す
有
ら
ば
、
男
子
は
諦
運
し
、
女
子
は
質
作
す
る
こ
と
、
並
び
に
同
じ
く
三
年
た
れ
、

と

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
九
陪
は
仰
の
「
京
師
九
十
を
以
て
百
と
矯
し
、
名
づ
け
て
長
銀
と
日
ふ
。
」
と
あ
る
の
に
相
嘗
る
。
九
陪
の
場
合
、

九
十
銭
を
以
て
百
銭
と
な
し
、
そ
の
割
合
で
物
を
買
買
す
る
の
で
、
も
と
に
く
ら
べ
る
と
、
か
つ
て
百
銭
で
あ
っ

た
も
の
は
新
た
に
百
十
徐
銭

出
さ
な
け
れ
ば
買
買
で
き
な
く
な
る
。
そ
こ
で
は
、
も
と
に
く
ら
べ
る
と
、
銭
の
債
値
が
低
く
な
っ
て
賎
し
く
、
逆
に
物
の
債
値
が
高
く
な
っ

て
貴
く
な
る
。
要
す
る
に
、
九
回
の
場
合
、
銭
が
賎
し
く
物
が
貴
く
、
逆
に
足
陪
(
百
銭
を
陪
と
す
る
こ
と
)
の
場
合
、

銭
が
貴
く
物
が
賎
し
い

465 

こ
と
に
な
る
。
前
者
は
後
者
に
く
ら
ベ
イ
ン
フ
レ
鈎
領
向
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
イ
ン
フ
レ
的
傾
向
は
三
十
五
銭
を
百
と
魚
す
に
至
っ
て
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極
ま
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
南
史
巻
八
梁
本
紀
に
、
「
論
に
日
は
く
」
と
し
て

初
め
(
梁
の
)
武
一帝
の
末
年
、
都
下
銭
を
用
ふ
る
に
、

百
毎
に
皆
其
の
九
を
除
き
、
謂
ひ
て
九
倍
と
篤
す
。
寛
に
侯
景
の
凱
有
り
。
江
陵

絡
に
覆
ら
ん
と
す
る
に
及
び
、

百
毎
に
復
六
文
を
除
き
、
稀
し
て
六
伯
と
篤
す
。
識
者
以
魚
へ
ら
く
、
九
は
陽
九
、
六
は
百
六
な
り
。
蓋

し
歴
数
に
符
し
、
人
事
に
非
ざ
る
な
り
。

と

と
あ
る
。
こ
の
九
倍
、
六
倍
は
特
異
な
観
貼
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
九
伯
に
つ
い
て
は
、

さ
き
の
料
の
九
十
を
以
て
百
と

魚
す
こ
と
を
(
こ
の
際
は
九
十
一
を
以
て
百
と
魚
す
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
ズ
レ
が
あ
る
に
し
て
も
〉

一
臆
一
該
賞
す
る
も
の
と
し
て
あ
て
は
め

て
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
六
伯
の
場
合
、
仰
で
は
武
一帝
の
末
年
、
三
十
五
を
以
て
(
つ
ま
り
六
十
五
を
除
い
て
)
悶
と
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
も
し
武
一帝
の
末
年
の
欣
態
が
繍
い
て
元
一帝
の
と
き
に
及
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
合
致
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
つ
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ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
北
史
各
九
十
挑
借
垣
俸
に
、
挑
借
垣
が
元
一
帝
の
病
を
な
お
し
た
こ
と
を
記
し
、

さ
ら
に
、時

に
-
初
め
て
銭
を
錦
、

一
、
十
に
嘗
つ
。
乃
ち
十
高
貫
を
賜
ふ
。
買
は
百
蔦
な
り
。

と
あ
る
。
こ
の
新
録
の
銭
を
以
て
計
算
し
、

蓄
来
の
百
か
ら
新
鋳
銭
六
〈
つ
ま
り
奮
来
の
銭
六
十
〉
を
除
く
と
六
倍
と
な
る
。
こ
れ
は
武
帝
末
(
の

都
下
〉
よ
り
も
一
段
と
短
陪
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
計
算
は
通
常
な
さ
れ
な
い
。

し
か
し
、
右
は
特
異
な
硯
熱
か
ら
そ
の
説
く
と
こ

ろ
の
正
賞
性
を
誼
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
線
に
そ
っ
て
こ
う
し
た
推
定
を
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

'
-
O
R
-

J
j
J
j
 

し
、
こ
の
新
鋳
の
銭
は
、
あ
と
に
述
べ
る
よ
う
に
銅
銭
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
武
一帝
は
鎖
銭
使
用
を
寅
行
し
た
普
通
四
年
か
ら
四
年
目
の
大
通
元
年
(
五
二
七
年
)
に
は
、

百
官
の
俸
椋
を
見
銭
(
具
鐙
的
に
は

銭
銭
)
で
支
給
す
る
こ
と
に
し
た
。
梁
書
巻
三
武
帝
紀
下
大
通
元
年
正
月
の
僚
に
、

(
乙
丑
、
)
詔
し
て
臼
は
く
、
:
:
:
百
官
の
俸
旅
:
:
:
自
今
日
後
長
く
見
銭
を
給
す
ベ
し
。
時
に
依
り
て
即
出
し
、
遁
緩
令
し
む
る
勿
れ
。
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(
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と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
鍛
銭
使
用
期
間
中
績
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
川
勝
氏
は
、
仰
を
鎮
銭
の
記
事
、
制
を
鍛
銭
と
銅
銭
と
の
並
用
に
闘
す
る
記
事
と
し
て
お
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
川
勝
氏
は
仰
の
東

銭
・
西
銭
・
長
銭
に
闘
す
る
記
述
以
下
の
と
こ
ろ
は
、
未
だ
的
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
前
後
の
文
か
ら
考
え
て
、
織

そ
の
下
落
の
率
に
地
方
差
が
あ
っ
た
こ
と
、
従
っ
て
鍛
銭
の
タ
l
ム
で
の
物
債
騰
貴
と
そ
の
地
方
的
な
債
格
差
が
あ
っ

銭
の
債
値
の
下
落
と
、

た
こ
と
を
言
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
さ
れ
、
ま
た
、
も
し
鍛
銭
の
場
だ
け
で
考
え
る
な
ら
ば
、

餓
銭
の
八
十
枚
・
七
十
枚
・
九
十
枚
が
百
銭

の
通
用
債
値
を
も
っ
と
い
う
こ
と
は
、
鍛
銭
の
債
値
が
上
っ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
前
文
の
「
銭
銭
は
山
の
如
く
つ
ま
れ
、
物
債
は
騰
貴
し

云
云
」
の
句
と
矛
盾
す
る
。
従
っ
て
鎮
銭
の
場
だ
け
で
考
え
た
場
合
に
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
短
陪
の
現
象
か
ら
直
ち
に
呂
思
勉
氏
の
よ
う
に
「
銭

が
日
に
貴
く
物
が
日
に
賎
く
、

さ
き
に
百
銭
の
値
の
あ
っ
た
も
の
が
下
落
し
て
僅
か
に
九
十
・
八
十
・
七
十
の
値
し
か
な
く
な
り
、
甚
だ
し
き
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は
僅
か
に
三
十
五
の
値
に
な
っ
た
」
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
(
呂
恩
勉
氏
『
雨
耳目
南
北
朝
史
』
一

O
三
O
頁
)
。
鍛
銭
債
値
の
下
落
と
い
う
事
態

〈
叩
〉

の
も
と
で
、

短
陪
現
象
が
お
こ
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
観
銭
以
外
の
銅
銭
を
考
え
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う

3

と
し
て
お
ら

れ
る
。

し
か
し
、

さ
き
の
中
大
同
元
年
七
月
の
詔
に
示
さ
れ
て
い
る
短
間
現
象
に
つ
い
て
い
う
と
、
例
え
ば
七
十
よ
り
九
十
の
方
、
九
十
よ
り

百
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
銭
が
貴
く
物
(
債
)
が
安
く
な
る
の
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
川
勝
氏
の
読
か
れ
る
と
こ
ろ
と
逆
と
な
る
。
そ
れ
と
、

普

通
四
年
に
鍛
銭
だ
け
を
使
用
す
ベ
く
定
め
て
以
後
、
少
く
と
も
武
一帝
末
年
ま
で
銅
鎮
祭
造
あ
る
い
は
餓
銭
、
銅
銭
並
用
を
明
示
し
た
記
事
が
な

い
こ
と
、
後
引
の
情
書
食
貨
志
の
記
事
か
ら
、
梁
末
の
侯
景
の
範
、
西
貌
来
冠
の
こ
ろ
ま
で
鍛
銭
が
行
わ
れ
て
い
た
の
が
、
や
や
漠
然
と
で
は

あ
る
が
推
測
さ
れ
る
こ
と

(た
だ
し、

そ
れ
が
鍛
銭
だ
け
が
行
わ
れ
た
の
を
示
唆
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
可
制
が
私
銭
鍛
銭
に
つ
い
て
の
記

述
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
川
勝
氏
の
銅
銭
を
入
れ
る
考
察
は
前
提
に
無
理
が
あ
り
、
制
は
川
引
に
桝
到
す
る
官
露
鍛
銭
に
つ
い
て
の
こ
と
と

す
る
の
が
穏
嘗
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

467 

翻
っ
て
考
え
る
に
、
中
園
で
餓
銭
を
銅
銭
の
代
り
に
使
用
し
た
始
め
は
公
孫
述
の
政
権
で
あ
る
が
、
後
漢
書
巻
十
三
公
孫
遮
俸
に
、
萄
に
よ
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っ
た
公
孫
速
が
後
漢
の
建
武
六
年
(
三
O
年
〉
に
銅
銭
を
鹿
し
鍛
銭
を
銭
た
が
、

そ
の
際
の
こ
と
と
し
て
、
「
百
姓
の
貨
幣
行
は
れ
ず
。
」
と
記

し
て
い
る
。
六
朝
で
銅
銭
が
民
聞
に
流
通
し
な
い
と
い
う
際
、
(
銅
銭
の
総
量
が
少
な
く
よ
く
行
き
わ
た
ら
な
い
こ
と
を
除
く
と
、
)
銅
銭
の
銅
含
有
量

(
日
)

が
少
な
い
悪
銭
で
あ
る
こ
と
が
決
定
的
な
理
由
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
は
別
の
言
い
か
た
を
す
れ
ば
、

つ
ぶ
し
て
地
金
と
し
た
際
の
債
値
が
少

な
い
も
の
は
流
通
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
鈷
か
ら
い
う
と
餓
銭
が
流
通
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
右
の
公
孫
氏
の
場
合

一
陸
こ
う
し
た
観
貼
か
ら
理
解
で
き
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
梁
時
代
餓
銭
が
流
通
し
た
と
い

は
、
後
漢
時
代
の
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

う
の
は
、
次
節
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
、
武
帝
の
と
き
公
私
の
一
商
行
魚
、が盛
ん
で
そ
れ
だ
け
に
貨
幣
の
流
通
量

(
と
流
通
速
度
と
)
が
か
な
り
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
武
一
帝
の
も
つ
経
済
力
が
(
私
的
経
済
力
の
形
を
と
る
け
れ
ど
も
)
相
賞
強
か
っ
た
こ
と
、

の
二
貼
を
ふ
ま
え
、
政
府
の
も

つ
鍛
銭
の
強
制
流
通
力
が
存
在
し
た
こ
と
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
(
右
の
公
孫
氏
の
場
合
、
そ
れ
が
地
方
政
権
で
そ
の
鍛
銭
流
通
が
全
図
的
規
模
の

も
の
で
な
い
だ
け
に
、
た
と
え
そ
の
地
域
に
一
商
業
が
盛
ん
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
強
制
流
通
力
が
弱
か
っ
た
こ
と
も
あ
わ
せ
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
〉
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と
こ
ろ
で
、
武
一帝
の
末
年
、
太
清
二
年
(
五
四
八
年
)
侯
景
の
乱
が
起
り
、
や
が
て
侯
景
は
武
帝
を
憤
死
さ
せ
た
が
、
侯
景
は
さ
ら
に
そ
の

あ
と
を
受
け
た
簡
文
一帝一
を
獄
し
て
い
る
。
の
ち
侯
景
は
敗
死
し
元
帝
が
江
陵
で
即
位
す
る
、
が
、
そ
の
元
脅
は
承
喜
三
年
(
五
五
四
年
)
西
貌
の

(
刊

叫

)

来
冠
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
混
蹴
が
繍
く
と
、
園
力
が
衰
退
し
天
子
の
支
配
力
が
弱
ま
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
は
圏
内
の
経
済
も

正
常
を
歓
き
、

地
金
と
し
て
の
慣
値
し
か
な
い
鍛
銭
を
使
用
し
て
の
商
一
行
震
が
行
わ
れ
に
く
く
な
っ
た
こ
と
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
政
府

が
再
び
銅
銭
使
用
策
を
と
っ
た
背
景
は
そ
こ
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
梁
書
巻
六
敬
帝
紀
太
卒
元
年

(五
五
六
年
〉
三
月
の
僚
に
、

壬
午
、

遠
近
に
班
下
し
、
並
び
に
古
今
の
銭
を
雑
用
す
。

と
あ
る
。
こ
の
一
意
固
す
る
と
こ
ろ
は
、
時
の
鍛
銭
に

(
民
聞
に
退
蔵
さ
れ
て
い
た
〉
古
の
銅
銭
を
雑
え
用
い
き
せ
よ
う
と
す
る
に
あ
っ
た
と
さ
れ

ょ
う
。
同
紀
太
卒
二
年
(
五
五
七
年
〉
四
月
の
僚
に
は
、

己
卯
、

四
柱
銭
を
鋳
る。

一
、
二
十
を
准
す
。

:
:
壬
辰
、
四
桂
銭

一
を
改
め
、
十
を
准
す
。
丙
申
、
復
細
銭
を
閉
づ
。

と
あ
る
。
四
柱
銭
は
四
柱
の
あ
る
五
鉢
(
銭
)
で
あ
る
が
、
新
鋳
の
四
柱
銭
一
が
、
奮
来
の
五
銑
鎮
銭
の
二
十
、

つ
い
で
十
に
相
嘗
す
る
、

と



さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
四
桂
銭
は
銅
銭
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
右
の
太
卒
二
年
四
月
の
僚
の
記
事
で
は
細
鏡
を
閉
じ

た
、
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
す
で
に
民
間
で
使
用
さ
れ
て
い
た
細
悪
の
銅
鎮
の
流
通
を
四
柱
銭
鋳
造
を
契
機
と
し
て
禁
じ
た
、

と
い
う
意
味
で
あ

ろ
う
。

さ
て
、
陪
書
食
貨
志
に
は
、
ま
た
、

陳
の
初
め
、
梁
の
喪
飢
の
後
を
承
け
、
鍛
銭
行
は
れ
ず
。
始
め
梁
末
、
南
柱
銭
及
び
鵡
眼
銭
有
り
。
時
に
人
雑
用
す
。
其
の
債
同
じ
。
但

雨
柱
重
く
、
鵡
眼
軽
し
。
私
家
、
錯
銭
す
る
こ
と
多
く
、
叉
開
ふ
る
に
錫
鯨
を
以
て
し
、
粂
ね
て
莱
吊
を
以
て
貨
と
属
す
。
(
陳
の
)
文
一
帝一

の
天
嘉
五
年
(
五
六
四
年
)
、
改
め
て
五
銑
を
鋳
る
。
初
め
出
す
や
、

一、

鵡
眼
の
十
に
嘗
つ
。

と
あ
る
。
こ
の
間
柱
銭
と
鵡
眼
鏡
と
は
銅
銭
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
鋳
造
が
い
つ
始
ま
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
梁
末
侯
景
の
飽
後

鎖
銭
が
流
通
し
に
く
く
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
蓋
し
、
さ
き
の
元
脅
の
と
き
一
初
め
て
銭
を
鏡
、
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を
十
に
嘗
て
た
と
い
う
の
も
侯
景
の
組
後
の
銅
銭
鋳
造
に
つ
い
て
い
っ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
一
を
十
に
嘗
て
る
と
い
う
の
は
、
新
議
の
銅
鎮

の
債
値
を
蓄
来
の
鍛
銭
の
五
銑
銭
の
十
倍
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

梁
の
武
帝
と
一
帝
室
財
政

梁
の
園
力
は
恐
ら
く
天
監
七
年
(
五

O
八
年
〉
の
こ
ろ
を
最
盛
期
と
し
て
大
同
ハ
五
三
五
|
四
六
年
〉
年
聞
に
は
日
々
に
衰
え
て
お
り
、
戸
口
は

〔
日
)

か
つ
て
の
盛
時
の
牟
ば
近
く
を
失
っ
て
い
る
。
衰
退
が
決
定
的
と
な
る
の
は
太
清
(
五
四
七
|
九
年
)
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
武
一
帝
は
そ
う
し
た

園
力
衰
退
に
よ
る
園
家
財
政
牧
入
減
少
傾
向
に
劉
躍
し
、
園
家
も
、
自
己
も、

一
族、

一
般
の
人
々
も
と
も
に
方
便
を
以
て
経
済
力
を
保
つ
ベ

き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
行
き
か
た
の
一
環
と
し
て
一
種
の
一
帝
室
財
政
が
生
ず
る
。
本
節
は
そ
れ
を
と
り
あ
げ
る
。

梁
書
巻
二
武
帝
紀
中
天
監
七
年
九
月
の
篠
に
、
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丁
亥
、
詔
し
て
日
は
く
、

:
:
:
薮
津
山
林
は
、
銃
材
是
れ
出
し
、
斧
斤
の
用
、
比
屋
の
資
る
所
な
り
。

而
る
に
頃
ろ
世
ヒ
相
承
け
、
並
び



470 

く
常
禁
を
聞
く
可
し
、

に
封
固
を
加
ふ
。
山
一
旦
に
所
謂
民
と
利
を
同
く
し
、
悲
の
斡
首
を
恵
む
も
の
な
ら
ん
や
。
凡
そ
公
家

・
諸
屯
成
の
見
に
封
煽
す
る
者
は
、
悉

シ』。

と
あ
り
、
梁
書
巻
三
武
帝
紀
下
大
同
七
年
(
五
四
一
年
〉
十
二
月
の
燦
に
、

壬
寅
、
詔
し
て
日
は
く
、
:
:
:
又
復
、
公
私
の
停
屯
邸
冶
、
品
友
に
僧
尼
に
至
る
ま
で
、
其
の
地
界
に
嘗
り
て
、
止
だ
躍
に
限
に
依
り
て
守

ハお
よ
び
〉

視
す
ベ
し
。
乃
っ
て
康
く
封
固
を
加
へ
、
界
を
越
え
て
水
陸
の
採
捕
及
以
樵
蘇
を
分
断
し
、
途
に
細
民
の
手
を
措
く
に
所
無
き
を
致
す
に

至
る
。
凡
そ
自
今
界
を
越
え
て
禁
断
す
る
者
有
ら
ば
、
禁
断
の
身
、
皆
軍
法
を
以
て
従
事
せ
ん
。
若
し
是
れ
公
家
の
創
内
な
ら
ば
、
止
め

て
輔
ち
自
ら
屯
を
立
て
、
公
と
競
作
し
、
以
て
私
利
を
牧
む
る
こ
と
を
得
ざ
ら
し
む
。
百
姓
の
樵
採
し
て
以
て
煙
暴
に
供
す
る
者
に
至
り

ハ
ド
お
よ
び
〉

て
は
、

悉
く
禁
ず
る
を
得
ず
。
乃
以
採
捕
、
亦
詞
閉
す
る
勿
れ
。
若
し
遵
承
せ
ざ
れ
ば
、
皆
死
罪
を
以
て
結
正
せ
ん
、
と
。

と
あ
る
。
前
記
事
は
山
津
の
封
禁
を
解
き
民
衆
と
そ
の
利
を
共
に
す
べ
き
を
う
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
見
え
る
屯
は
山
林
開
設
の
組

織
で
あ
る
。
そ
の
成
は
恐
ら
く
官
の
寧
吏
や
私
家
の
部
曲
が
駐
っ
て
山
林
開
設
を
す
る
組
織
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
公
家

(
公
的
権
力
〉
や
諸
屯
成
で
あ
っ
て
も
そ
れ
が
機
能
す
る
に
あ
た
り
封
禁
す
る
を
え
な
い
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、

後
記
事
で
は
、
そ
れ
か
ら
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約
三

O
年
た
っ
た
と
き
、
界
内
に
お
い
て
は
封
禁
を
す
る
こ
と
が
公
、
私
を
通
じ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
界
が
具
盤
的
に
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
何
れ
に
し
て
も
一
定
地
域
内
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
俸
は
俸
舎
の
こ
と
で
、
と
き
に
は
邸
と
互
稽

(
U〉

を
な
し
て
い
る
。
邸
は
物
資
を
儲
臓
す
る
倉
庫
の
こ
と
で
寄
宿
の
用
に
も
供
さ
れ
る
。
冶
は
冶
鋳
の
所
で
あ
る
。
停
、
屯
、
邸
、
冶
は
山
津
を

封
禁
す
る
機
構
で
あ
る
が
、
屯
と
冶
と
は
山
津
中
に
あ
る
べ
く
、
俸
と
邸
と
は
山
津
の
物
資
を
聾
断
す
る
も
の
で
、
必
ら
ず
し
も
山
津
に
あ
る

と
は
限
ら
な
い
(
武
帝
が
私
的
経
営
を
行
っ
た
こ
と
は
後
述
)
。

後
記
事
に
お
い
て
は
、
公
私
の
停
、
屯
、
邸
、
冶
が
一
定
限
度
内
で
は
あ
る
が
公
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
山
、津
の
占
有
を
一
定
限
度

内
に
お
い
て
公
認
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
始
め
の
公
は
武
一
帝
個
人
を
含
む
、
私
と
射
す
る
康
義
の
公
的
権
力
、
公
家
と
あ
と
の
公

も
同
様
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
要
す
る
に
、
園
家
も
天
子
も
土
人
な
ど
の
有
力
者
も
と
も
に
そ
の
経
済
基
盤
を
同
じ
く
す
る
と
こ
ろ



が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
梁
書
巻
三
武
一
帝
一
紀
下
大
同
十

一
年
(
五
四
五
年
〉
三
月
の
僚
に
、

(
天
子
と
し
て
)

庚
辰
、
詔
し
て
回
は
く
、
:
:
:
朕
負
一
展
君
臨
す
る
こ
と
、
百
年
絡
に
中
?
な
ら
ん
と
す
。
:
:
:
凡
そ
遠
近
の
分
置
、
内
外
の
傑
流
、
四
方
立

つ
る
所
の
屯
博
邸
冶
市
域
桁
渡
津
税
田
園
、
新
奮
守
宰
の
遊
軍
成
濯
、
民
に
便
な
ら
ざ
る
者
あ
ら
ば
、
尚
書
州
郡
各
と
速
か
に
篠
上
し
、

首
に
言
に
随
っ
て
除
省
し
、
以
て
民
患
を
静
く
す
べ
し
。

と
あ
る
。

「
市
壊
桁
渡
津
税
」
は
、
市
税
、
壊
税
、
桁
税
、
渡
津
税
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
市
税
は
買
買
(
市
佑
)
に
か
け
る
税
で
あ
ろ
う
。

そ
の
壊
税
は
塘
壊
に
お
い
て
牛
な
ど
に
舶
な
ど
を
ひ
か
せ
て
と
る
税
、
桁
税
は
橋
桁
に
お
い
て
と
る
税
、
渡
津
税
は
津
を
越
え
る
と
き
貨
物
に

か
け
る
税
と
考
え
ら
れ
る
。
右
の
詔
は
さ
き
の
簿
、
屯
、
邸
、
冶
が
小
民
の
生
活
を
脅
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
せ
よ
、
と
す
る
禁
令
が
貫
放
の

な
か
っ
た
の
を
裏
か
ら
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
武
帝
の
一帝
室
財
政
牧
入
増
加
の
一
意
園
が
時
代
が
降
る
と
一
段
と
強
ま
っ
て
い
た
こ
と
、
及
び
恐
ら
く
は
そ
れ
が
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貫
現
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
武
一
帝
の
一
意
聞
の
強
化
時
期
と
識
銭
使
用
の
時
期
と
が
ほ
ぼ
重
な
る
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
の
こ
と
は
鍛
錬
流
通
と
一
帝
室
財
政
(
の
牧
入
、
支
出
)
膨
張
の
必
要
度
増
加
と
が
一
種
の
相
関
関
係
を
な
す
べ
き
を
諜
測
さ
せ
る
。
(
右
の

武
一帝
の
や
り
か
た
は

一
面
で
貧
し
い
小
民
が
現
買
に
そ
の
犠
牲
に
な
る
の
を
一意
味
す
る
が
、
武
一
帝
が
庚
く
庶
民
を
軽
視
し
た
こ
と
は
第
四
節
で
ふ
れ
る
。
υ

さ
て
、
梁
書
巻
三
十
八
賀
深
俸
に
、
大
同
十
一
年
に
賀
深
が
行
っ
た
封
奏
を
見
て
武
一
帝一
が
大
い
に
怒
り
、

口
づ
か
ら
敷
し
て
賀
深
を
責
め
た

も
の
を
の
せ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、
封
奏
に
封
し
、

其
れ
勤
力
営
産
す
れ
ば
則
ち
富
鏡
な
ら
ざ
る
無
し
。
惰
遊
緩
事
す
れ
ば
則
ち
家
業
貧
饗
な
り
。
産
業
に
勤
惰
し
、
以
て
盤
案
を
営
む
。
自

己
之
を
営
み
、
自
己
之
を
食
ふ
。
何
ぞ
天
下
を
損
せ
ん
や
e

無
頼
の
子
弟
産
業
を
営
む
に
惰
に
、
貧
饗
を
致
す
。
施
設
す
可
き
無
し
。
此

れ
何
ぞ
天
下
に
盆
せ
ん
や
。
且
つ
叉
意
同
じ
く
富
め
り
と
日
ふ
と
難
も
富
同
じ
か
ら
ざ
る
有
り
。
憧
に
し
て
富
め
る
者
は
終
に
設
く
る
能
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は
ず
。
者
に
し
て
富
め
る
者
は
事
に
於
い
て
何
ぞ
損
せ
ん
。
:
:
:
如
し
得
財
法
の
如
く
し
て
用
ふ
れ
ば
此
れ
人
に
塊
じ
ず
。
我
公
宴
を
除

ハ
お
よ
び
〉

き
て
自
り
、
園
家
の
食
を
食
は
ざ
る
こ
と
多
く
年
稔
を
歴
た
り
。
:
:
凡
そ
管
造
す
る
所
、
材
官
及
以
園
匠
に
開
せ
ず
。
皆
雇
借
に
責
り
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て
其
の
事
を
成
す
。
近
ご
ろ
の
得
財
頗
る
方
便
有
り
。
民
其
の
利
を
得
も
園
其
の
利
を
得
。
我
其
の
利
を
得
て
諸
の
功
徳
を
営
む
。
或
い

は
卿
の
心
を
以
て
、
我
の
心
を
度
る
。
放
に
知
る
を
得
る
こ
と
を
能
は
ず
。
得
る
所
の
財
用
、
天
下
に
暴
な
り
。
曲
僻
癖
論
す
る
を
得
ず
。

と
あ
る
。
そ
こ
に
は
武
帝
の
富
力
、
財
政
に
闘
す
る
理
解
が
か
な
り
端
的
に
一
ホ
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
武
一
帝
一
は
、
村
人
々
の
聞
に
貧
富
の

差
が
生
ず
る
の
は
不
可
避
的
で
あ
る
が
、
産
業
に
つ
と
め
た
も
の
が
富
を
え
、
者
つ
で
も
別
に
と
や
か
く
い
う
べ
き
で
な
い
。
ロ
園
家
財
政
と

一帝
室
財
政
と
は
別
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
入
費
は
一
一帝
室
財
政
に
よ
っ
て
ま
か
な
っ
て
い
る
。
国
近
来
、
財
を
え
る
の
に
は
方
便
が
あ
り
、
園
家
も

我
も
民
も
そ
の
利
を
え
て
い
る
が
、
我
は
そ
の
牧
入
に
よ

っ
て
諸
功
徳
を
営
ん
で

い
る
。
と
い

っ
た
こ
と
を
い

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

武
一
帝
は
封
奏
に
射
し
、

以
て
功
徳
の
事
を
震
す
者
の
若
き
は
、
皆
是
れ
圏
中
の
産
育
す
る
所
な
り
。
功
徳
の
事
亦
多
費
無
し
。

一
条
を
食
ひ
て
数
十
味
と
魚
す
。
瓜
菜
を
嬰
ぜ
ず
、
亦
多
種
無
し
。

獲
故
多
き
を
以
て
何
ぞ
事
を
損
ぜ
ん
や
。
亦
豪
芥
も
園
家
に
闘
せ

一
瓜
を
援
じ
て
数
十
種
と
魚
し
、

ず
c

如
し
得
財
法
の
如
く
に
し
て
用
ふ
れ
ば
此
れ
人
に
塊
じ
ず
。
我
公
宴
を
除
き
て
白
り
、
園
家
の
食
を
食
は
.さ
る
こ
と
多
く
年
稔
を
歴

た
り
。
乃
ち
宮
人
に
至
り
て
は
、
亦
園
家
の
食
を
食
は
.さ
る
こ
と
歳
月
を
積
み
累
ぬ
。
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と
い

っ
て
い
る
。
こ
の
園
の
経
営
は
、
武
一帝一自
ら
の
と
っ
た
方
便
の
一
つ
で
あ
る
。
(
一
般
的
な
形
で
い
え
ば
得
財
の
方
便
に
は
農
民
が
農
事
に
は
げ

む
こ
と
ま
で
も
入
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
J

近
ご
ろ
得
財
に
方
便
が
あ
る
と
い
う
際
の
方
便
は
、
恐
ら
く
大
き
く
浮
び
上
っ
て
き
た
停
、
屯
、

邸
、
冶
な
ど
の
経
営
を
主
と
す
る
も
の
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

そ
こ
に
は
次
速
の
邸
、
庖
の
経
営
が
入
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
封
奏
に
、

九
そ
京
師
の
治
署
邸
庫
、
雁
に
焦
る
べ
き
所
、
或
い
は
十
僚
に
し
て
宜
し
く
其
の
五
を
省
く
ベ

し
。
或
い
は
一
二
僚
に
し
て
宜
し
く
其
の

一

を
除
く
べ
し
。
園
容
戎
備
に
及
び
て
は
、
十
住
昔
臆
に
多
か
る
べ
き
も
、
今
に
在
り
て
は
宜
し
く
少
な
か
る
べ
し
。
後
に
お
い
て
臆
に
多
か

る
べ
し
と
雌
も
、

事
に
即
き
て
未
だ
須
ひ
ざ
れ
ば
皆
悉
く
減
省
す
ベ
し
。
腰
ゆ
る
四
方
の
屯
俸
邸
冶
、
或
レ
は

奮
有

に
、
或
い
は
盆
無

く
、
或
い
は
民
を
妨
ぐ
。
宜
し
く
除
く
べ
き
所
有
ら
ば
之
を
除
く
べ
し
、

宜
し
く
減
ず
べ
き
所
有
ら
ば
之
を
減
ず
ベ
し
。



と
あ
り
、凡

そ
阪
の
輿
造
、
凡
そ
阪
の
費
財
、
急
に
非
ざ
る
者
有
り
、
民
を
役
す
る
者
有
り
。
叉
凡
そ
阪
の
討
召
、
凡
そ
阪
の
徴
求
、
園
計
に
闘
す

と
難
も
、
其
の
事
宜
を
権
る
に
皆
須
く
費
を
息
め
民
を
休
む
べ
し
。

と
あ
る
。
そ
れ
に
劃
し
武
一
帝
は
、

叉
云
ふ
、
治
署
邸
時
埠
と
。
何
者
か
宜
し
く
除
く
べ
き
。
何
者
か
宜
し
く
省
く
べ
き
。
園
容
戎
備
、
何
者
か
宜
し
く
省
く
べ
き
。
何
者
か
未

だ
須
ひ
ざ
る
。
四
方
の
屯
停
、
何
者
か
盆
無
き
。
何
者
か
民
を
妨
ぐ
る
。

と
い
い
、何

の
慮
の
輿
造
に
し
て
是
れ
民
を
役
す
る
。
何
の
慮
の
費
財
に
し
て
是
れ
念
に
非
ざ
る
。
若
し
討
召
を
魚
し
、
若
し
徴
賦
を
魚
す
と
あ
ら

ば
、
朝
廷
従
来
此
の
事
有
る
無
し
。
静
息
の
方
、
復
何
者
な
る
か
。
宜
し
く
各
ヒ
其
の
事
を
出
し
、
具
し
て
以
て
奏
聞
せ
よ
。

と
い
っ
て
い
る
。
患
は
庖
捧
(
み
せ
)
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
き
に
見
た
よ
う
な
武
一
帝
の
考
え
か
た
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
邸
、
韓
は
園
家
な
り
天
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子
な
り
の
必
要
経
費
を
ま
か
な
う
も
の
で
あ
る
か
ら
そ
れ
を
や
め
る
べ
き
で
な
く
、
停
、
屯
、
邸
、
冶
に
つ
い
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
る
。
そ

れ
だ
け
に
武
一
帝
に
と
り
賀
深
の
封
奏
の
い
ま
ま
で
あ
げ
た
部
分
は
非
常
識
な
こ
と
で
あ
り
、
理
解
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
船
舶
は
封
奏

の
他
の
相
嘗
な
部
分
に
も
一
該
一
嘗
す
る
。
ー
!
の
と
こ
ろ
は
そ
う
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。

な
お
、
徴
賦
を
朝
廷
(
こ
の
際
は
園
家
〉
が
や
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
強
捧
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
帝
室
財
政
だ
け
で
な
く
、
園
家
財
政
を
も

最
終
的
に
統
べ
る
武
帝
の
後
者
の
立
場
に
お
け
る
護
言
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
園
家
財
政
も
亦
方
便
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
と

い
う
武
一
帝
の
理
解
(
よ
り
正
確
に
は
願
掌
)
が
そ
こ
に
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
述
べ
た
よ
う
な
立
場
に
た
っ
て
、
武
一帝
は
多
数
の
塔
寺
建
立
、
併
数
行
事
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
帝
室
財
政
か
ら
の
支
出
が
多
か
っ
た
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こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
(
武
一
帝
の
捨
身
を
群
臣
な
ど
が
銭
を
出
し
て
照
う
こ
と
と
並
ん
で
〉

銭
の
流
通
を
促
進
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

ハ
お
よ
び
)

と
こ
ろ
で
、
責
治
一週
鑑
巻
一
百
五
十
九
梁
大
同
十
一
年
の
僚
に
は
、
前
引
の
「
凡
そ
営
造
す
る
所
、
材
官
及
以
園
匠
に
開
せ
ず
。
」
と
あ
る
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記
事
を
の
せ
て
い
る
が
、

そ
の
胡
三
省
注
に
、

此
れ
自
ら
其
の
営
造
塔
寺
の
過
を
文
る
の
み
。
材
官
将
軍
は
少
府
卿
(
少
府
の
長
官
)
に
属
す
。
園
匠
な
る
者
は
、
官
其
の
俸
農
を
給
し

以
て
園
家
の
用
に
供
す
る
者
な
り
。
大
匠
卿
は
土
木
の
工
を
掌
る
。

と
あ
る
。
材
官
将
軍
と
園
匠
と
は
胡
三
省
の
説
明
の
通
り
で
あ
る
。
右
の
少
府
は
奮
来
通
り
一
帝
一
室
闘
係
機
構
を
指
し
て
い
る

(
大
唐
六
典
巻
二
十

え
き
じ
ん

そ
こ
に
役
人
を
使
用
せ
ず
専
ら
雇
借
に
よ
る
と

二
少
府
監
)
。
封
奏
の
右
の
一
該
嘗
部
分
は
塔
寺
の
営
造
に
つ
い
て
い
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

し
て
い
る
の
は
、
園
家
権
力
が
衰
え
園
家
、
か
把
捜
し
役
使
す
べ
き
(
編
戸
の
〉
役
人
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
塔
寺
の

替
造
が
材
官
将
軍

・
園
匠
と
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
費
用
が
奮
来
の
園
家
財
政
牧
入
及
び
一帝
室
財
政
牧
入
(
前
漢
時
代
の
よ
う
な
少

府
の
'鉱
る
猫
自
の
財
源
を
も
つ
も
の
、
も
し
く
は
後
漢
時
代
以
後
の
よ
う
な
図
家
財
政
か
ら
財
源
を
支
給
さ
れ
る
形
を
と
る
も
の
〉

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て

い
な
い
の
を
示
唆
し
て
い
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
何
れ
に
し
て
も
、

そ
の
費
用
は
、
さ
き
に
見
た
よ
う
な
武
一
帯
が
圏
内
最
大
の
「
一
一商
人
」
と
し
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て
え
た
私
的
性
格
の
強
い
牧
入
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ
よ
う
。

本
稿
で
は
、
以
下
右
の
よ
う
な
財
源
を
も
っ
私
的
財
政
と
、
梁
初
設
け
ら
れ
た
太
府
が
管
掌
す
る

・
一
商
税
と
閥
津
税
と
を
財
源
と
す
る
帝
室

の
財
政
と
を
あ
わ
せ
て
一帝
室
財
政
と
い
う
こ
と
と
す
る
。

梁
時
代
の
官
僚
の
経
済
生
活

本
節
は
梁
時
代
の
官
僚
の
経
済
生
活
の
一
端
を
と
り
あ
げ
る
。

第
一
に
、
梁
陳
時
代
士
人
が
官
僚
と
し
て
経
済
的
不
正
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
漢
書
巻
六
十
六
楊
揮
停
所
載
の
報
孫
禽
宗
書
に

は
、
卿
大
夫
が
庶
人
と
違
っ
て
一商
業
活
動
を
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
理
解
が
見
え
る
。
こ
れ
は
す
で
に
前
漢
時
代
に
士
た
る
卿
大
夫
が
一
商
業
活

動
を
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
理
解
が
あ
っ
た
の
を
示
し
て
い
る
。
降
っ
て
南
朝
に
な
っ
て
も
土
人
が
商
業
活
動
を
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
理
解

が
あ
る
(
宋
蓄
倉
八
十
四
孔
鋭
停
、
宋
書
俳
句
八
十
一
一
般
鋭
之
俸
な
ど
〉
。
こ
れ
は
梁
時
代
に
な
っ
て
も
同
様
で
あ
る
(
南
史
各
二
十
三
王
笠
侮
)
。
そ
こ
に



は
官
僚
と
し
て
の
経
済
的
不
正
は
認
め
ら
れ
る
べ
く
も
な
い
。

し
か
し
、
奮
来
か
ら
引
網
い
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
名
族
で
あ
っ
て
も
貧
財
に
つ
と
め
る
も
の
も
い
た
。
例
え
ば
、
南
史
巻
三
十
何
敬
容
停

を
見
る
と
、
梁
時
代
例
外
的
に
宰
相
と
し
て
庶
務
に
つ
と
め
た
何
敬
容
に
つ
い
て
、

梁
の
天
監
〈
五

O
二
1

一
九
年
)
中
、
建
安
内
史
と
矯
る
。
清
公
に
し
て
美
績
有
り
e

吏
人
之
を
稽
す
。

と
あ
り
、

の
ち
大
同
十
一
年
(
五
四
五
年
〉
尚
書
令
を
菟
ぜ
ら
れ
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、

何
氏
、
青
の
司
空
充
・
宋
の
司
空
向
之
白
り
悌
法
を
奉
ず
。
並
び
に
塔
寺
を
建
立
す
e

敬
容
に
至
り
、
叉
宅
東
を
持
て
て
伽
藍
を
震
る
。

擢
に
趨
く
者
は
、
因
り
て
財
を
肪
け
て
造
揮
す
。
敬
容
並
び
に
担
ま
ず
。
放
に
寺
の
堂
宇
頗
る
宏
麗
漏
り
。
時
に
軽
薄
な
る
者
因
り
て
呼

び
て
衆
造
寺
と
帰
す
。
敬
容
の
職
を
菟
ぜ
ら
る
る
に
及
び
宅
を
出
づ
。
止
常
用
の
器
物
及
び
嚢
衣
有
る
の
み
。
寛
に
徐
の
財
貨
無
し
。
時

に
亦
此
を
以
て
之
を
稿
す
。
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と
あ
る
。
寺
院
建
立
の
貼
を
除
く
と
、
右
は
何
敬
容
が
清
白
で
物
欲
の
少
な
い
人
物
で
あ
っ
た
の
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
そ
の

官
僚
と
し
て
の
地
位
、
が
高
く
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

包
宜
前
鵠
を
通
じ
、
賄
無
け
れ
ば
則
ち
略
ぼ
語
を
交
へ
ず
。

と
あ
り
、
宰
相
時
代
の
こ
と
と
し
て
、

(
前
略
)
貧
苔
に
し
て
、
時
の
唆
部
す
る
所
と
漏
る
。

と
あ
り
、
「
論
に
日
は
く
」
と
し
て
、

敬
容
材
質
に
し
て
幹
患
な
り
。
賄
あ
り
て
業
を
敗
る
。
惜
し
い
か
な
。

と
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
菟
職
を
ゆ
る
さ
れ
て
侍
中
と
な
っ
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、

敬
容
の
蓄
時
の
賓
客
門
生
、
誼
諜
た
る
こ
と
昔
の
如
し
。
其
の
復
用
ひ
ら
る
る
こ
と
を
翼
ふ
。
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と
あ
る
。
何
敬
容
を
と
り
ま
く
賓
客
門
生
の
内
容
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

と
く
に
門
生
の
場
合
、
何
敬
容
の
も
つ
政
治
的
地
位
を
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(

間

以

)

利
用
し
て
経
済
的
利
盆
を
え
よ
う
と
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
嘗
然
の
こ
と
と
し
て
、
そ
の
利
盆
の
幾
分
か
が
何
敬

容
の
懐
に
入
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
つ
い
て
は
権
勢
を
え
る
に
つ
れ
て
財
を
貧
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
克
官
さ
れ
る
と
、

武一脅
の
怒
り
を
や
わ
ら
げ
る
と
い
う
含
み

も
あ
っ
て
か
、

そ
れ
に
し
て
も
斉
の
武
一
帝
の
女
長
城
公
主
を
め
と
っ

た
名
家
で
あ
っ
て
も
、
樺
勢
を
え
る
と
財
を
貧
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
や
は
り
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

(
そ
の
貧
財
に
あ
た
り
、
直
接
史
料
に

は
現
わ
れ
て
こ
な
い
が
、
後
述
の
よ
う
な
こ
口
問
清
官
の
も
つ
一
商
業
上
の
特
権
が
大
い
に
機
能
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
)
な
お
、
擢
勢
を
え
る
と
、
も
と
と
達
っ

一
旦
は
財
を
捨
て
る
気
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

て
貧
財
に
つ
と
め
た
も
の
と
し
て
、
他
に
、
梁
書
巻
十
三
指
雲
俸
に
、

初
め
雲
、
郡
漏
り
。
放
し
て
廉
潔
と
稽
す
。
貴
重
に
居
る
に
及
び
、
頗
る
蹟
飼
を
通
ず
。
然
れ
ど
も
家
に
蓄
積
無
し
。
随
ひ
て
之
を
親
友

に
散
ず
。
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と
あ
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
梁
書
巻
十
五
謝
拙
俸
に
、

拙
、
郡
に
居
る
や
、
毎
に
治
せ
ず
。
而
れ
ど
も
常
に
表
数
に
務
む
。
衆
頗
る
之
を
識
る
。
亦
屑
み
ざ
る
な
り
。

と
あ
る
。
謝
拙
は
謝
弘
徽
の
孫
で
南
朝
で
も
第
一
流
の
名
家
で
あ
る
。
謝
胞
が
郡
太
守
で
あ
っ
た
の
は
斉
時
代
の
こ
と
で
あ
る
が
、
貧
財
と
い

う
一意
固
は
梁
に
入
っ
て
も
嬰
り
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
南
史
巻
二
十
謝
拙
俸
に
、
南
費
時
代
の
こ
と
と
し
て
、

家
貧
な
る
を
以
て
郡
を
乞
ふ
。
僻
旨
抑
揚
す
。
詔
し
て
官
を
菟
じ
、
禁
鋼
五
年
な
り
。

と
あ
る
。
東
晋
南
朝
で
は
貧
し
い
も
の
が
そ
の
故
に
太
守
、
鯨
令
と
い
っ
た
地
方
長
官
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
や
、
地
方
長
官
と
し
て

(
正
規
の
俸
稔
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
〉
牧
利
し
て
家
産
を
整
え
る
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
(五日
書
巻
七
十
五
王
述
停
、
南
斉
書
各
三
十
二
張
岱
停
、
南
斉
書

径
四
十
一
張
融
陣
〉
。
さ
き
の
記
事
と
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
謝
脳
が
家
が
貧
し
い
か
ら
郡
を
乞
う
た
と
い
う
の
は
、
そ
の
家
が
貧
し
か
っ
た
た
め

太
守
と
し
て
貧
財
す
る
の
を
期
待
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
し
て
理
解
さ
れ
よ
う
。
そ
の
際
太
守
と
な
る
こ
と
を
求
め
た
僻
旨
に
抑
揚
が
あ
っ



た
の
で
兎
官
禁
銅
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
謝
拙
は
止
足
を
圃
っ
た
人
物
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
南
史
謝
拙
俸
に
、
臭
輿
太
守
と
な
っ
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、

明
一帝
入
り
て
位
を
嗣
が
ん
こ
と
を
謀
る
。
朝
廷
の
奮
臣
を
引
く
。
脳
、
内
止
足
を
園
る
。
且
つ
貫
は
事
を
避
け
ん
と
す
。
弟
瀧
時
に
吏
部

山
問
書
漏
り
。
拙
、
郡
に
至
り
、
濡
に
数
餅
の
酒
を
致
し
、
書
を
遺
り
て
日
は
く
、
力
め
て
此
を
飲
む
可
し
。
人
事
に
諜
る
こ
と
勿
れ
、

と

と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
止
足
に
関
連
す
る
記
事
で
あ
る
。
さ
て
、
同
俸
に
、

建
武
(
四
九
四
l
九
八
年
〉
の
初
め
、
拙
、
果
輿
魚
り
。
難
卵
を
以
て
人
に
賦
し
、
難
を
牧
む
る
こ
と
数
千
、
及
び
遁
節
不
全
な
り
、
清
談

の
少
る
所
と
漏
る
。

と
あ
る
。
こ
の
遁
節
不
全
は
彼
の
止
足
の
貰
態
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
謝
拙
の
場
合
経
済
的
清
白
と
い
っ
た
こ
と
は
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殆
ん
ど
そ
の
脳
裏
に
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

土
人
の
商
一
行
魚
を
否
定
す
る
考
え
も
殆
ん
ど
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
梁
蓄
と
南
史
と
で
は
謝
拙
の
評
債
が
全
く
遣
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
梁
書
謝
拙
俸
に
は
、

陳
の
吏
部
備
蓄
挑
察
日
は
く
、
謝
拙
の
宋
代
に
於
け
る
や
、
蓋
し
忠
義
な
る
者
か
。
斉
の
建
武
(
四
九
四
1

八
年
)
の
世
に
嘗
り
、
衣
を
梯

ひ
て
止
足
す
。
永
元
(
四
九
八
|
五

O
一
年
〉
の
多
難
な
る
に
、
確
然
と
し
て
濁
善
す
。
:
:
:
高
祖
の
龍
輿
し
、
芳
く
求
め
て
物
色
す
る
に

泊
び
、
角
巾
来
住
し
、
蓋
司
に
首
位
W
す
。
出
慮
の
致
を
極
め
た
り
、
:
:
:
と
。

と
あ
る
。
同
俸
に
は
謝
拙
が
褒
飲
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
か
ら
、
梁
書
の
評
債
は
官
僚
と
し
て
の
経
済
的
不
正
を
よ
く
知
り
な
が
ら
も
、
土

人
と
し
て
の
出
慮
進
退
を
別
の
覗
艶
か
ら
と
り
あ
げ
、
そ
の
不
正
を
全
く
重
視
し
て
い
な
い
、
と
さ
れ
よ
う
。
一
方
、
南
史
各
二
十
で
は
、

論
に
日
は
く
、
:
:
:
敬
沖
(
謝
脳
の
字
)
三
代
に
出
入
し
、
醸
に
遷
革
を
経
、
遁
俗
の
志
あ
る
も
、
貞
固
の
遁
聞
ゆ
る
無
し
。
居
官
の
方
、

未
だ
貨
財
の
累
を
菟
か
れ
ず
。
値
に
因
り
て
敬
を
成
し
、
嘗
年
に
僅
仰
す
。
古
人
云
ふ
、
慮
士
全
く
虚
盤
を
盗
む
、

と
。
斯
れ
之
を
調
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ふ
、
と
。
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と
あ
っ
て
、

経
済
的
不
正
も
そ
の
人
物
許
債
の
一
つ
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
強
い
て
い
え
ば
、

梁
書
の
方
は
土
人
の
経
済
活
動
を
肯
定
し
、

ひ
い
て
は
官
僚
と
し
て
の
経
済
的
不
正
に
甘
い
認
識
を
示
す
梁
陳
時
代
的
瑳
想
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
南
史
の
方
は
官
僚
の
経
済
的
不

正
を
許
さ
な
い
と
す
る
前
代
、

後
代
の
風
潮
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
南
朝
の
土
入
居
に
は
つ
と
に
官
僚
と
し
て
の
牧
賄
、

蹴
汗
に
罪
悪
感
を
も
た
ぬ
も
の
が
い
た

(
宋
書
各
四
十
二
劉
穆
之
偲
な
ど
〉。

さ
き

背
景
と
し
て
は
、

に
見
た
何
敬
容
、
謝
拙
に
も
恐
ら
く
そ
れ
に
近
い
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
南
朝
の
土
入
居
に
そ
う
し
た
風
潮
を
生
じ
さ
せ
た
歴
史
的

付
と
く
に
地
方
長
官
の
場
合
で
あ
る
が
、
宋
の
孝
武
帝
の
よ
う
に
そ
の
任
を
や
め
て
都
に
還
っ
た
と
き
、
私
的
な
献
奉
を
強

制
し
た
こ
と
、
口
上
級
官
僚
居
で
あ
っ
て
も
俸
除
で
生
活
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、

百
官
の
俸
旅
は
必
ら
ず

し
も
充
分
で
な
か
っ

た
。
恐
ら
く
そ
う
し
た
こ
と
が
か
ら
ん
で
退
官
後
経
済
的
に
苦
し
い
も
の
が
多
数
い
た
こ
と

(顔
氏
家
訓
渉
務
第
十
て
南
湾
書
巻
六
明
一
一
帝
紀
建
武

元
年
十
一
月
の
係
、
梁
蓄
を
三
十
六
江
草
俸
な
ど
)、
が
あ
り
、

そ
こ
に
、

終
始
身
を
厳
格
に
持
し
て
い
な
い
場
合
、
在
官
中
た
と
え
不
正
を
し
て
も
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そ
の
私
家
の
経
済
生
活
を
盟
か
に
し
て
お
き
た
い
と
い
う
動
き
が
生
じ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
音
書
巻
七
十
五
王
述
俸
に
、
東
音
時
代
の
こ

と
で
あ
る
が
、
名
家
王
述
に
つ
い
て

初
め
述
、
家
賃
に
し
て
求
め
て
宛
陵
令
に
試
さ
る
。
頗
る
贈
遁
を
受
け
て
家
具
を
修
む
。
州
司
の
検
す
る
所
と
漏
る
。

一
千
三
百
候
有

り
。
:
:
辿
答

へ
て
日
は
く
、
足
ら
ば
自
ら
雷
に
止
む
べ
し
。
時
人
未
だ
之
に
達
せ
ざ
る
な
り
、

と

と
あ
り
、
足
り
て
の
ち
清
紐
の
生
活
を
し
た
と
あ
る
こ
と
、
及
び
南
史
巻
二
十
謝
質
俸
に
、

(
前
略
)
覚
、北
日
新
安
に
在
り
。
頗
る
取
県
赦
す
。
是
に
至
り
て
遂
に
阪
潔
と
稲
す
。
時
人
、
之
を
王
述
に
比
す
。

と
あ
る
こ
と
は
そ
れ
を
察
せ
し
め
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
歴
史
の
流
れ
の
な
か
に
さ
き
に
あ
げ
た
よ
う
な
こ
と
が
や
や
特
例
的
に
現

わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
e

ま
た
、
南
土
に
お
い
て
は
、
土
大
夫
H
土
人
で
あ
っ
て
も
父
母
在
世
中
に
(
子
で
あ
る
〉

兄
弟
の
異
計
す
る
も
の
が
十
家
の
う
ち
で
七
家
に
及

ん
だ
(
宋
書
径
八
十
二
周
朗
健
)
と
あ
る
よ
う
に
、
父
子
兄
弟
の
異
財
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
異
財
を
前
提
と
し
て
、
父

・
兄
の
一
意
向
が



尋
常
の
手
段
で
は
子
・
弟
の
経
済
的
な
管
み
に
及
ば
な
い
場
合
の
あ
る
こ
と
(
宋
書
顧
鋭
之
俸
、
宋
書
孔
鋭
俸
な
ど
て
が
生
じ
た
。
ま
た
、
伯
叔

が
頼
貴
、
富
裕
で
も
貧
し
い
甥
の
経
済
生
活
を
援
助
し
な
い
場
合
の
あ
る
こ
と
も
生
じ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
伯
叔
が
人
倫
の
儀
表
と
な
る
こ

と
を
妨
げ
な
か
っ
た
(
宋
書
巻
八
十
九
実
祭
停
、
南
史
各
二
十
謝
奉
停
、
南
史
容
二
十
謝
僑
俸
な
ど
)
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
南
土
で
往
々
各
家
の
経
済

力
が
弱
か
っ
た
こ
と
と
自
ら
関
連
し
よ
う
。
こ
う
し
た
局
面
は
、

土
入
居
の
官
僚
と
し
て
の
不
正
行
矯
を
促
す
と
こ
ろ
が
な
い
と
は
い
え
な
い

で
あ
ろ
う
。

以
上
見
た
こ
と
は
、

土
人
層
の
商
行
魚
川
H
営
利
の
肯
定
と
自
ら
相
雁
ず
る
と
こ
ろ
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。

土
入
居
の
営
利
の
具
瞳
像
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
梁
書
巻
二
十
五
徐
勉
俸
に
、
梁
時
代
中
書
令
に
ま
で
至
っ
た
が
、
産
業
を
管
ま

ず
、
家
に
蓄
積
の
な
か
っ
た
徐
勉
が
そ
の
子
を
誠
め
た
書
を
の
せ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、

(
前
略
〉
所
以
に
、
願
貴
以
来
、
絡
に
三
十
載
な
ら
ん
と
し
、
門
人
故
蓄
、

E
E
便
宜
を
薦
む
。
或
い
は
田
園
を
創
闘
せ
し
め
ん
と
し
、
或

第
二
に
、
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い
は
邸
屈
を
輿
立
せ
ん
こ
と
を
勤
め
、
叉
舶
艦
運
致
せ
し
め
ん
と
欲
す
。
亦
貨
殖
緊
数
せ
し
め
ん
と
す
。
此
の
若
き
衆
事
、
皆
距
て
納
れ

ず。

(
日
)

と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
か
つ
て
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
梁
時
代
土
人
の
営
む
便
宜
H
産
業
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
土
地
経
営
、

邸
庖
経
営
、
物
品
職
迭
、
貨
殖
緊
般
の
四
つ
が
あ
っ
た
の
を
察
せ
し
め
る
。
便
宜
に
は
そ
の
ほ
か
に
、
停
、
屯
、
冶
の
経
営
も
あ
る
。

と
こ
ろ

で
、
と
く
に
物
品
運
迭
(
そ
れ
は
遠
距
離
商
業
と
自
ら
結
び
つ
く
〉
と
邸
庖
経
営
と
が
大
き
い
営
利
事
業
と
な
る
の
は
、
結
局
商
業
圏
が
披
大
し
物

(ロ〉

や
人
が
大
き
く
動
く
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

右
で
士
入
居
に
つ
い
て
述
べ
た
様
態
は
、

E
規
的
に
は
武
入
居
に
就
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四

武
一
帝
と
庶
民

479 

武
帝
の
政
治
瞳
制
の
基
本
の
一
つ
は
土
庶
匿
別
を
巌
重
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
天
監
七
年
(
五

O
八
年
〉
を
頂
黙
と
す
る
天
監
の
改
革
の
主
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(
同
〉

目
的
は
そ
こ
に
あ
っ
た
。
情
書
巻
二
十
五
刑
法
志
を
見
る
と
、
初
期
の
武
一
帝
が
九
族
(
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
一
族
)
、
朝
土
と
し
て
の
文
武
官
を
優

借
し
、
罪
を
犯
し
た
場
合
法
を
屈
し
て
ま
で
そ
れ
を
申
し
、

一
方
百
姓
(
こ
の
際
は
庶
民
〉

に
罪
が
あ
れ
ば
法
の
通
り
に
、
か
つ
縁
坐
を
巌
酷
に

し
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
右
の
線
に
そ

っ
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
刑
法
志
に
は
、
ま
た
、
の
ち
大
同

(
五
三
五
|

四
六
年
)
年
聞
に
な
る
と
武
一帝
一
が
併
数
の
戒
律
を
守
る
こ
と
に
専
心
し
た
と
か
、
中
大
同
元
年

(
五
四
六
年
〉

以
後
、
法
網
が
次
第
に
あ
ら
く
な

り
、
百
姓
は
こ
れ
に
安
ん
じ
た
と
か
い
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、

新
た
に
そ
う
し
た
饗
化
が
現
わ
れ
た
に

し
て
も
、

武
一
帝
が

一

族
、
朝
士
と
百
姓
と
を
差
別
し
、
後
者
に
冷
酷
な
態
度
を
示
し
た
貼
は
饗
り
な
か
っ
た
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、
大
同
五
年
(
五
三
九
年
)

〈
わ

建
康
で
武
一帝
が
人
聞
の
肝
を
取
っ

て
天
狗
に
飴
せ
る
と
い
う
デ
マ
が
飛
び
、
人
々
は
相
警
め
て
、
日
が
く
れ
る
と
門
を
閉
じ
杖
を
持
っ
て
自
ら

守
っ
た
。
こ
の
デ
マ
は
数
箇
月
で
や
ん
だ
が
、
こ
れ
は
武
一帝一
が
百
姓
(
と
し
て
の
庶
民
)
に
き
ら
わ
れ
お
そ
れ
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
生
じ
た
も

(ω) 

の
と
い
え
よ
う
。
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さ
て
、
梁
時
代
の
一商
業
に
は
武
帝
自
ら
が
営
む
も
の
、
そ
の
一

族
、
官
僚
が
営
む
も
の
の
ほ
か

に
、
庶
民
出
身
の
一
商
人
が
営
む
も
の
も
あ
っ

た
。
庶
民
一商
人
の
な
か
に
は
陸
験
(
南
史
各
七
十
七
陸
験
体
〉
の
よ
う
な
大
規
模
な
一
商
業
経
営
を
す
る
者
も
い
た
。
彼
自
身
の
経
営
形
態
は
わ
か

ら
な
い
が
、
そ
の
な
か
に
は
自
力
で
停
、
屯
、
邸
、
冶
、
百
(
躍
〉
を
経
営
す
る
も
の
も
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
彼
ら
は
前
引
の
梁
書

徐
勉
俸
に
窺
え
る
よ
う
に
高
級
官
僚
の
門
生
と
な
っ
て
そ
の
一
商
業
経
営
に
連
な
る
と
か
、
大
一商
人
に
資
本
を
借
り
て
一商
業
を
営
む
と
か
い
っ
た

(
却
)

こ
と
も
し
て
い
る
。
地
方
寧
府
に
結
び
つ
く
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
大
規
模

・
中
規
模
の
一
商
人
の
ほ
か
に
ご
く

小
規
模
の
も
の
も
首
然
多
放
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
流
亡
無
籍
の
も
の
が
高
級
官
僚
の
も
と
に
入

っ
て
そ
の
遠
距
離
一
商
業
の
た
め
に
働

い
た
こ
と
も
あ
る
(
南
史
各
七
十
郭
組
深
陣
)。

し
か
し
、

武
一帝一
に
と

っ
て
も
、

や
は
り
編
戸
の
農
民
(
た
る
庶
民
)
の
自
立
確
保
は
重
要
で
あ
っ
た
。

一商
責
富
室
の
粂
併
を
禁
止
し
た
り
(
梁

書
巻
二
武
一
帝
紀
下
天
監
十
七
年
正
月
の
詔
)
、
田
の
荒
鹿
を
卒
年
に
お
い
て
は
防
ご
う
と
し
た
り
(
梁
書
巻
三
武
帝
紀
下
大
同
十
年
九
月
の
詔
)
し
て
い
る

の
は
そ
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
と
武
帝
の
庶
民
蔑
覗
と
が
重
な
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
庶
民
出
身
の
一商
人
の
(
財
務
官
僚
な



ど
と
し
て
の
〉
現
寅
の
最
上
位
は
恐
ら
く
第
四
品
官
で
あ
り
、
ま
た
庶
民
出
身
者
が
文
武
の
高
官
と
し
て
と
く
に
力
を
も
つ
こ
と
は
殆
ん
ど
な

か
っ
た
。
な
お
、
梁
の
武
一帝
が
小
人
を
愛
し
た
と
い
う
際
の
小
人
は
、
朱
界
ら
一
部
の
下
級
士
人
の
こ
と
で
あ
り
(
梁
書
巻
三
武
帝
紀
下
〉
、
宋
賛

(
幻
〉

時
代
の
恩
倖
の
よ
う
な
も
の
は
殆
ん
ど
現
わ
れ
て
い
な
い
。
〈
庶
民
出
身
者
の
一
部
が
制
度
的
に
園
政
の
中
権
部
を
握
る
の
は
陳
の
移
り
で
あ
る
。
〉
要
す

(n) 

そ
の
政
治
的
撞
頭
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

る
に
、
梁
時
代
庶
民
の
一
部
は
商
人
と
し
て
流
通
経
済
の
一
翼
を
捲
っ
て
い
た
が
、

な
お
、
武
一
帝
の
時
代
、
そ
の
一
族
の
蓄
財
と
い
っ
た
こ
と
は
、

た
と
え
不
正
手
段
に
よ
っ
て
え
た
も
の
で
あ
っ
て
も
殆
ん
ど
問
題
と
な
ら
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
(
南
史
巻
五
十
一
臨
川
静
恵
王
宏
俸
〉
。

五

商

税

(お〉

東
菅
宋
斉
時
代
、
商
税
は
地
方
税
で
あ
っ
た
。
梁
陳
時
代
、
そ
れ
は
帝
室
財
政
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
商
税
徴
牧

の
賓
態
は
、
上
級
文
武
官
、
天
子
の
一
族
が
盛
ん
に
一
商
業
を
営
ん
だ
こ
と
を
察
せ
し
め
る
。
本
節
は
そ
れ
を
と
り
あ
げ
る
。
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中
園
で
は
古
く
か
ら
一商
税
は
王
ハ
天
子
〉
の
私
用
に
供
す
る
と
い
う
理
解
が
あ
っ
た
。
周
瞳
天
官
大
府
に
、

開
市
の
賦
、
以
て
王
の
膳
服
を
待
つ
。

と
あ
る
の
は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
前
漢
時
代
園
家
財
政
と
帝
室
財
政
と
が
分
れ
て
い
た
が
、
一
一
商
税
は
(
少
府
の
掌
る
〉
帝
室
財
政
に
入
っ
て
い

た
。
ま
た
、
南
斉
書
巻
五
十
三
沈
憲
俸
に
、
芦
初
少
府
卿
で
あ
っ
た
沈
憲
に
つ
い
て
、

少
府
は
市
易
を
管
掌
し
、
民
と
交
闘
す
。
吏
能
の
者
有
ら
ば
、
皆
此
の
職
を
更
。

481 

と
あ
る
。
こ
れ
は
少
府
が
、
そ
の
範
圏
、
規
模
は
わ
か
ら
な
い
が
、
市
易
を
管
掌
し
て
い
た
の
を
示
し
て
い
る
。
嘗
時
一
商
税
は
地
方
税
で
あ
る

が
、
右
は
巨
視
的
に
一
帝
室
財
政
に
一商
税
が
入
る
よ
う
に
な
る
一
源
流
と
し
て
理
解
す
べ
き
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
こ
で
南
史
巻
七
十
七
沈
客
卿
俸
を
見
る
と
、
沈
客
卿
に
つ
い
て
、

至
徳
〈
五
八
三
l
七
年
)
の
-初
め
、
以
て
中
書
舎
人
乗
歩
兵
校
尉
と
魚
し
、
金
自
m
局
を
掌
ら
し
む
。
第
百
制
な
る
を
以
て
、
軍
人
士
人
二
品
清
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官
は
並
び
に
開
市
の
税
無
し
。
後
主
盛
ん
に
宮
室
を
修
め
、
耳
目
を
窮
極
す
。
府
庫
空
虚
な
り
。
興
造
す
る
所
有
れ
ば
、
置
に
給
ら
ざ
る

に
苦
む
。
客
卿
毎
に
異
端
を
立
て
、
唯
百
姓
を
刻
制
す
る
を
以
て
事
と
篤
す
。
奏
請
し
、
土
庶
を
聞
は
ず
、
並
び
に
関
市
の
佑
を
責
む
。

而
し
て
又
其
の
奮
を
増
重
す
。
是
に
於
い
て
、
陽
恵
朗
を
以
て
太
市
令
と
魚
し
、
壁
慧
景
を
向
書
金
倉
都
令
史
と
魚
す
。
二
人
家
本
小
吏

に
し
て
、
簿
領
を
考
校
す
る
に
篭
置
差
は
ず
。
札
誕
巌
A

一
品
な
り
。
百
姓
瑳
怨
す
e

而
し
て
客
卿
舎
人
に
居
り
、
総
べ
て
以
て
之
を
督
す
。

毎
歳
の
入
る
所
、
常
格
に
過
ぐ
る
こ
と
数
十
倍
な
り
。
後
主
大
い
に
悦
ぶ
。

と
あ
る
。
こ
こ

に
「
軍
人
士
人
二
品
清
官
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
官
の
二
品
川
H

(
新
)
九
品
官
と
武
官
の
二
品

(
蓋
し
そ
れ
も
新
九
回
開
官
を
構
成

(
剖
)

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
)
と
の
う
ち
の
清
官
に
就
い
た
も
の
の
こ
と
で
、
こ
う
し
た
二
品
が
で
き
た
の
は
梁
の
天
監
七
年
の
改
革
時
で
あ
る
。
そ

の
二
品
に
は
天
子
の
一
族
で
そ
れ
に
一該
賞
す
る
も
の
が
首
然
含
ま
れ
よ
う
。

右
に
「
向
書
金
倉
都
令
史
」
と
あ
る
の
は
、
陳
時
代
向
書
省
に
金
部
曹
と
倉
部
曹
と
あ
り
、
そ
の
雨
者
の
都
令
史
と
い
う
意
味
か
、
そ
れ
と

も
金
部
曹
と
倉
部
曹
と
が
一
つ
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
都
令
史
と
い
う
一
意
味
か
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
何
れ
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
大
唐
六

典
径
三
向
書
戸
部
に
、
金
部
郎
中
に
つ
い
て
、
「
漢
尚
書
郎
四
人
を
置
く
。
其
の
一
人
は
財
吊
委
轍
を
主
る
。
蓋
し
金
部
郎
曹
の
任
な
り
。
:
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梁
陳
情
侍
郎
魚
り
。
」
と
あ
り
、
倉
部
郎
中
に
つ
い
て
、
「
歴
代
多
く
倉
部
郎
有
り
。
皆
倉
鹿
の
事
を
掌
る
。
」
と
あ
る
の
か
ら
、
尚
書
金
倉
都

令
史
の
職
掌
が
推
察
さ
れ
る
。

一
方
、
金
吊
局
、
太
市
令
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
通
典
巻
二
十
六
職
官
七
太
府
卿
に
、

周
官
に
太
府
有
り
。
下
大
夫
な
り
。
貢
賦
の
震
を
掌
り
、
其
の
貨
賄
の
入
る
を
受
け
、
其
の
貨
賄
を
受
臓
の
府
に
頒
つ
。
歴
代
置
か
ず
。

然
れ
ど
も
其
の
職
司
農
少
府
に
在
り
e

梁
の
天
監
七
年
に
至
り
太
府
卿
を
置
く
。
位
宗
正
に
覗
す
。
金
自
巾
府
格
及
び
開
津
市
擦
を
掌
る
。

陳
之
に
因
る
。

と
あ
る
。
周
官
に
あ
っ
て
は
天
子
の
私
的
財
政
が
(
後
世
の
〉
園
家
の
財
政
と
王
(
天
子
)
の
私
用
の
財
政
と
を
一
本
化
し
た
形
で
統
括
し
て
い

(お〉
る
。
右
は
、
前
漢
時
代
そ
の
職
任
が
園
家
財
政
を
掌
る
司
農
と
帝
室
財
政
を
掌
る
少
府
と
に
分
れ
た
こ
と
、
及
び
そ
の
の
ち
帝
室
は
園
家
の
牧



枕
し
た
も
の
の
一
部
支
給
を
受
け
る
け
れ
ど
も
、
支
出
面
で
は
自
律
性
を
も
ち
、
そ
う
し
た
意
味
で
雨
者
の
匿
別
が
あ
っ
た
こ
と
を
自
ら
物
語

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
梁
の
天
監
七
年
太
府
が
設
け
ら
れ
る
と
、
そ
れ
が
市
、
開
津
を
掌
る
だ
け
に
、
太
府
が
商
税
、
開
津
税
な
ど
猫
自
の
財

源
を
も
つ
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
園
家
財
政
を
掌
る
向
書
省
と
並
ん
で
帝
室
財
政
を
掌
る
太
府
が
存
在
す
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
金

自
巾
局
は
右
に
見
え
る
金
吊
の
こ
と
な
る
べ
く
、

ま
た
、
右
の
通
典
太
府
卿
に
は
諸
市
署
が
梁
の
始
め
に
太
府
に
隷
し
、
陳
が
そ
れ
に
因
っ
た
こ

と
を
記
し
て
い
る
が
、
太
市
令
は
そ
の
市
署
の
令
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
(
租
調
牧
入
な
ど
は
園
家
財
政
牧
入
に
な
る
)
。

(

お

)

さ
て
、
す
で
に
野
田
俊
昭
氏
が
明
か
に
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
陳
時
代
中
書
舎
人
が
尚
書
省
の
諸
曹
の
支
配
的
地
位
に
た
っ
て
い
る
。
そ

う
し
た
酷
か
ら
い
う
と
、
右
は
中
書
舎
人
が
尚
書
省
の
「
金
倉
曹
」
の
賓
権
を
握
る
都
令
史
を
統
督
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
さ
れ
よ

う
。
ま
た
、
右
か
ら
中
書
舎
人
に
太
府
の
質
権
を
握
る
も
の
の
い
た
の
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
中
書
舎
人
に
は
園
家
財
政
、
一
帝
一
室
財
政
の
雨
者

を
統
べ
る
も
の
が
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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中
書
舎
人
の
こ
う
し
た
職
分
は
梁
に
は
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、

梁
の
天
監
の
改
革
以
後
、
園
家
財
政
を
掌
る
尚
書
省
と
並
ん
で
一
一
帝
室
財

政
を
掌
る
も
の
と
し
て
太
府
寺
が
存
在
し
た
こ
と
、
及
び
い
ま
ま
で
見
て
き
た
武
帝
の
理
解
・
行
動
か
ら
上
級
文
武
官
で
あ
る
二
品
清
官
に
開

市
の
佑
税
菟
除
が
あ
っ
た
こ
と
は
こ
れ
を
い
っ
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
陳
書
巻
五
宣
一
帝
紀
太
建
十
一
年
(
五
七
九
年
〉
十
二
月
の
候
に
、

己
巳
詔
し
て
白
は
く
、
:
:
:
燐
俸
未
だ
息
ま
ず
、
役
賦
品
兼
ね
務
す
。
文
吏
は
姦
貧
に
し
て
妄
り
に
科
格
を
動
か
す
。
重
ぬ
る
に
旗
亭
開
市

の
税
数
繁
多
な
る
を
以
て
す
。
都
内
の
銭
を
贋
め
ず
、
水
衡
の
費
を
供
す
る
に
非
ず
。
一
商
買
を
-
通
過
し
、
私
蓄
を
管
謀
す
。
:
:
:
市
佑
津

税
、
軍
令
園
章
は
、
更
に
須
く
詳
定
し
、
唯
卒
允
に
務
む
べ
し
、
・
:
:
と
。
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(

幻

)

と
あ
る
。
前
漢
時
代
、
(
図
家
財
政
と
帝
室
財
政
と
が
分
離
し
て
の
ち
)
都
内
は
園
家
財
政
、
水
衡
は
一帝
室
財
政
と
そ
れ
ぞ
れ
関
連
す
る
。
そ
う
す
る

と
、
右
は
一
商
税
牧
入
が
園
家
財
政
牧
入
と
帝
室
財
政
牧
入
と
の
こ
つ
と
な
っ
て
い
た
の
を
裏
か
ら
示
唆
し
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
し
か

し
、
い
ま
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
は
一
一
帝
室
財
政
牧
入
と
な
る
べ
き
で
あ
り
、
右
の
|
|
の
部
分
は
、
旗
亭
(
市
棲
〉
や
関
市
の
市
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佑
税
を
不
嘗
に
重
く
と
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
扇
買
を
匪
迫
し、

牧
税
に
あ
た
る
官
僚
の
私
腹
を
こ
や
す
だ
け
で
あ
っ
て
、
園
家
の
ど
の
よ
う

力、

「コ

て
帝
室
財
政
を
掌
っ

た
も
の
が
出
て
い
る
こ
と
自
慢
で
あ
る
。

な
系
統
の
税
牧
入
増
加
に
も
結
び
つ
か
な
い
、
と
い

っ
た
一
意
味
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
水
衡
と
い
っ
た
、

さ
き
の
闇
市
の
税
を
意
味
す
る
閥
市
の
佑
は
、
開
と
市
と
に
お
け
る
(
利
潤
を
え
る
た
め
の
)
市
佑
(
う
り
か
い
〉
に
か
け
る
視
の
こ
と
と
考
え

ら
れ
る
。
蓋
し
こ
れ
は
一商
税
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
い
く
ら
増
重
す
る
と

い
っ
て
も
、
も
と
の
何
倍
も
に
す
る
こ
と
は
無
理

で
あ
ろ
う
か
ら
、
(
も
と
の
)
常
格
の
数
十
倍
に
な
っ
た
と
い
う
際
、
そ
の
主
た
る
財
源
は
新
た
に
二
品
清
宮
に
そ
れ
を
か
け
た
と
こ
ろ
に
あ
る

と
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
(
梁
末
に
大
観
が
あ
っ

た
け
れ
ど
も
)
湖

っ
て
、
天
監
の
改
革
以
後
の
梁
時
代
、
一
帝
室
財
政
牧
入
と
し
て
の
一
商
税
枚
入

が
大
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
、
及
び
文
武
二
品
清
官
(
こ
の
際
、
天
子
の
一
族
の
一
該
蛍
者
を
含
む
)
が
盛
ん

に
一商
業
活
動
を
行
っ
た
こ
と
を
推

測
さ
せ
る
。
二
口
問
清
官
の
免
税
が
彼
ら
ひ
い
て
は
圏
内
全
鐙
の
一
商
業
活
動
を
活
穫
に
さ
せ
、
貨
幣
流
通
を
盛
ん
に
す
べ
く
機
能
し
た
の
は
明
か

(
叩
山
〉

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

E
覗
的
に
と
り
あ
げ
た
際
、
梁
の
武
帝
と
彼
ら
と
の
聞
に
同
じ

「
経
済
人
」
と
し
て
の
一

致
が
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。

+-
〈

1
)

川
勝
義
雄
氏
、
『
六
朝
貴
族
制
祉
禽
の
研
究
』
第
E
部
参
照
。

(
2

)

こ
う
し
た
黙
は
別
稿
で
述
べ
る
。

な
お
、
私
見
の
一
端
は
、
拙
稿
、
安
田-
評
)
「
川
勝
義
雄
著
『
六
朝
貴
族
制

祉
舎
の
研
究
』
」
(
『
史
皐
雑
誌
』
九
十
三
|一

一
〉
で
述
べ
た
。

(
3
)
北
宋
版
逼
典
に
よ
る
。
(
た
だ
し
、
北
宋
版
通
典
の
銭
幣
下
の
記
載

に
は
文
字
が
股
務
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。)

(
4
〉

註
(

3

)

に
同
じ
。

(5
)

拙
著
、
『
貌
菅
南
籾
の
貴
族
制
』
第
七
牽
参
照
。

〈

6
)

註
(

2

)

参
照
。
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(
7
〉
併
像
を
鋳
た
り
寺
院
の
装
飾
に
使
っ
た
り
し
た
た
め
銭
銭
に
ふ
り
む

け
る
べ
き
銅
が
減
少
し
た
こ
と
も
、
あ
わ
せ
て
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
こ
う
し
た
黙
に
つ
い
て
は
、
林
寄
豆
回
氏
、
「
東
E

日
南
北
朝
時
期
破

冶
鋳
造
業
的
恢
復
興
設
展
」
(
『
歴
史
研
究
』
一

九
五
五
|
六
)
参
照
。

(8
〉

南
史
巻
二
十
五
到
減
俸
に
見
え
る
任
防
の
詩
に
、
「
銭
銭
雨
嘗
こ

と
あ
る
の
は
、
銭
銭
始
鋳
時
の
鍛
銭
と
銅
銭
と
の
交
換
割
合
を
示
し
て
い

る
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
公
孫
述
の
銭
た
餓
銭
も
銅
銭
一
に
射
し
餓

鋭
二
の
割
合
で
あ
っ
た
(
通
奥
谷
八
食
貨
八
銭
幣
上
)
。

(
9
)

こ
の
百
官
は
内
百
官
の
こ
と
で
、
外
百
官
で
は
す
で
に
俸
銭
支
給
が

少
く
と
も
長
官
の
場
合
、
原
別
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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(
山
〉
註
(
1
〉
参
照
。

(
U
〉

註
(

2

)

参
照
。

(
刊

M
)

南
史
袋
入
梁
本
紀
下
元
一
帝
一
紀
承
聖
三
年
の
僚
に
は
、
元
帝
の
支
配
力

の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
「
文
軌
の
同
じ
く
す
る
所
、
千
里
に
し
て
近

し
。
人
戸
の
著
籍
三
高
に
盈
た
ず
。
」
と
し
て
い
る
。

(
日
)
註
(
5
〉
参
照
。

(

U
H
)

屯
、
問
問
、
邸
、

冶
な
ど
に
つ
い
て
は
、
唐
長
濡
氏
、
「
南
朝
的
屯
、

邸
、
別
壁
及
山
津
伯
領
」
(
『
歴
史
研
究
』
一
九
五
四
|
一
二
)
参
照
。

(
は
M

)

前
掲
、
『
貌
耳目
南
朝
の
貴
族
制
』
第
八
章
参
照
。

(
凶
〉
註
〈
5
)
参
照
。

(
げ
)
土
人
の
精
は
、
家
族
道
徳
菌
、
交
友
商
で
の
情
に
凝
集
さ
れ
る
傾
向

を
強
め
る
。

(
時
〉
・
(
川
四
)
註
(
5
〉
参
照
。

(
初
〉
呉
慧
氏
、
『
中
園
古
代
商
業
史
第
二
朋
』
第
五
章
参
照
。
な
お
、
東

高日
時
代
有
力
者
の
庇
護
を
え
て
市
場
で
の
立
場
を
有
利
に
し
た
こ
と
が
あ

る
(
初
察
記
巻
二
十
四
居
庭
部
市
第
十
五
E

目
玉
彪
之
整
市
教
〉
。
こ
う
し

た
黙
は
梁
時
代
に
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

(
幻
)
註
(
5
)

参
照
。

(
幻
)
川
勝
氏
は
前
掲
書
で
南
朝
に
お
け
る
民
衆
と
一
商
業
と
の
関
係
を
指
摘

し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。

た
だ
し
、

筆
者
は
次
節
で

述
べ
る
こ
と
と
の
関
連
性
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
政
治
的
な
撞
頭
が
お
さ

え
ら
れ
て
い
た
黙
に
注
目
し
た
い
。
な
お
、
寺
院
経
済
に
つ
い
て
の
考
察

は
省
略
す
る
。

(
お
〉
拙
稿
、
「
南
朝
州
鎮
の
財
政
に
つ
い
て
」
(『
東
洋
史
皐
』
二
十
四
)

参
照
。

(
M
H
)

註
(

5

)

参
照
。

(
お
)
拙
稿
、
「
周
穫
の
財
政
制
度
・
田
制
・
役
制
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
九
州

大
皐
東
洋
史
論
集
』
9
)
参
照
。

〈お
)
野
田
俊
昭
氏
、
「
東
匹日
南
朝
に
お
け
る
天
子
の
支
配
権
力
と
向
書
省
」

〈
『
九
州
大
皐
東
洋
史
論
集
』

5
〉
参
照
。

(
幻
)
拙
稿
、
「
前
漢
の
財
政
に
つ
い
て
」
(
『
九
州
大
皐
東
洋
史
論
集
』
印
〉

参
照
。

(
お
)
賀
深
の
封
奏
に
は
祉
曾
の
上
層
部
に
浪
費
の
風
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
梁
時
代
の
貨
幣
流
通
に
は
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
わ

せ
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
武
一
帝
一
の
係
、
屯
な
ど
の
牧
入
を
管
掌

す
る
機
構
は
わ
か
ら
な
い
。
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ON MONEY CIRCULATION UNDER THE LIANG DYNASTY

OCHI Shigeaki

　　

In the firsthalf of the reign of Liang Wudi梁武帚mostly copper

coins circulated,but this circulationwas disturbed by the appearance of

inferior money. Moreover, the iron money coined by Wudi which was legal

tender throughout the whole country was toward the only worth ％of its

original value at the end of his reign, yet somehow or other it remained

effective. On this general background the specificeconomic structure un-

der Wudi can be understood. Wudi managed Tun 屯and Ｄｉ邸personally

and though he intended to gain an increased income this way, he spent

it again in supporting the Buddhist faith. building temples emd monaster-

ies. Thereby he promoted the circulationof iron money.　λ/[oreover,Wudi

granted certain high civil 0ｒ military ｏ伍cialsas well as members of the

imperial family ａ special tax-eχempt status in managing Tun Eind Di and

doing business. This again is an important reason for the　increase　in

circulationof goods and iron currency. Though these practices may seem

contrary to　ａ proper administration of the country and even serve to

weaken its strength, the iron currency remained in circulation as legal

tender under the above described conditions until at the end of the Liang

Hou Jing侯景rose　in rebellion.

THE ANTI-FOREIGN INCIDENT IN SHANGHAI OF

　　　　　　

ＸＩＡＮＦＥＮＧ咸豊9(1859)

　　　　　　　　　

Kani Hiroaki

　　　

On the eve of the Peking treaty,the coolie trade had reached ａpeak.

In the summer of 1859,ａseriesof raids on fo reigners ocurred in the open

port of Shanghai. Because the popular anger against the coolie trade was

the reason for the raid, this incident is worth noting in the history of the

coolietrade. At thistime the supply of cooliesin Guangdong 廣東province

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－2－


